
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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おいしい手料理

【サケのハーブ入り押しずし】

▼フォトフェスタ2008　第24回東川町国際写真フェスティバル

▼東川町の株主さんを募集しています
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第2回東川大写真展入選作品から

「好きです東川笑顔」
柴田清明さん（美瑛町）撮影

CONTENTS
フォトフェスタ2008　第24回東川町国際写真フェスティバル
○真夏のにぎわい、写真の祭典・どんとこい祭りに3万人

東川町の株主さんを募集しています

まち・タウン
○東川小等建築検討委、町内小学校統廃合検討委スタート
○キトウシ森林公園で「ほたる光った！」
○幼児センター「ももんがの家」で国公立幼稚園教研開く
○空高い初秋の球技大会に歓声　　ほか

第2回大雪山忠別湖トライアスロンinひがしかわ大会
今、生き生きと
○東川町観光協会職員　ジョン・ミスン

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○いと、あはれなるもの（心にしみじみと感じられるもの）
◇短歌・俳句
◇新刊図書・ビデオ案内

Dr.中田の「健康にばんざい」
○生活習慣病を防ごう⑧

大雪山の素顔
○幻の滝「ピウケナイの滝」と「陰の滝」…旭岳ビジターセンター管理主任　菊地　基

カナダからの風にのせて　新連載
○「自己紹介します」…英語指導助手　リンジー・マクドナルド
○エイゴのマナビカタ
　　第52回「万国共通の言葉－音楽と英語」…英語教育指導員　宮地晶子

町の風　雑記抄
○「ひ三つ」…前中央分館長　尾池隆男

天人峡・旭岳温泉へ紅葉狩りに行こう！
○「いで湯号」で“ホッ”とひととき家族サービス

くらし・ネットワーク
○町営バスの運休便を再開します
○9月30日は町税の第2期の納期限です
○小学校1年生に1人1冊の「マイブック」プレゼント
○遺言、任意後見など大切な契約は公正証書で　　ほか

子育てチャンネル
○「サッカーの楽しさ、充実感が育てるスポーツ文化」…コンサドーレ旭川監督　佐藤　尽

保健だより
○あなどれない脂肪肝

おいしい手料理
○「サケのハーブ入り押しずし」…中田秀子

東川町、東川町交通安全協会、東川・東川西・志比内駐在所

秋の全国秋の全国
交通安全運動交通安全運動

9/21（日
）～30日（火

）

◎高齢者の事故防止
◎スピードの出し過ぎ、飲酒運転の防止
◎夕暮れ時、夜間の歩行者、自転車乗車中の
　事故防止
◎後部座席を含むシートベルト、チャイルド
　シートの正しい着用

◎高齢者の事故防止
◎スピードの出し過ぎ、飲酒運転の防止
◎夕暮れ時、夜間の歩行者、自転車乗車中の
　事故防止
◎後部座席を含むシートベルト、チャイルド
　シートの正しい着用

秋の交通安全祈願祭
9月19日（金）午前9時交通安全観音像前

皆さまの参列をお待ちしています

真
夏
の
に
ぎ
わ
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、
写
真
の
祭
典
・
ど
ん
と
こ
い
祭
り
に
3
万
人

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

第
24
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
写
真
に
集
う
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
、
第
24
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
７
月
29
日
か
ら
８
月

３
日
ま
で
６
日
間
、
メ
ー
ン
の
催
し
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
半
４
日
間
は
第
15
回
写
真
甲
子
園
本
戦
大
会
、
後
半
２

日
間
は
、
東
川
賞
授
賞
式
・
受
賞
作
家
作
品
展
を
中
心
に
、
８
月
２
、
３
両
日
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祭
り
「
ど
ん
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こ
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写
真
甲
子
園
本
戦
大
会
は
、
初
出
場
８
校

を
含
む
全
国
14
校
の
高
校
生
42
人
（
１
校
３

人
で
１
チ
ー
ム
）
が
、
町
内
と
美
瑛
、
上
富

良
野
3
町
内
６
つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
熱
戦
を
戦
い
、
こ
の
夏
の
感
動
の
一

瞬
を
写
真
に
切
り
取
り
ま
し
た
。

　

「
優
勝
は
初
出
場
の
新
潟
県
立
柏
崎
常
盤

高
等
学
校
」
―
。
８
月
１
日
、
フ
ァ
イ
ナ
ル

　

公
開
審
査
会
を
経

て
、
グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
の
名
前
が

高
々
と
読
み
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
渡

邊
将
好
さ
ん
、
田

村
悠
里
子
さ
ん
、

佐
藤
和
さ
ん
の
３

人
は
「
え
っ
、
信

じ
ら
れ
な
い
」
と

い
っ
た
様
子
で
一

瞬
互
い
の
顔
を
見

合
わ
せ
ま
し
た
。

　

立
木
義
浩
審
査
委
員
長
か
ら
優
勝
旗
が
渡

さ
れ
、
初
出
場
で
つ
か
ん
だ
快
挙
に
「
や
っ

た
ー
っ
！
」
。
準
優
勝
に
は
、
終
始
元
気
い

っ
ぱ
い
に
撮
影
フ
ィ
ー
ル
ド
を
飛
び
回
っ
て

い
た
大
阪
市
立
工
芸
高
、
特
別
賞
に
は
優
秀

賞
に
初
入
賞
し
た
帯
広
南
商
業
高
が
入
賞
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
過
去
最
高
の
応
募
２
５
２
校
で
、

初
出
場
校
の
多
さ
で
も
目
を
引
い
た
年
で
し

た
。
期
間
中
、
過
去
写
真
甲
子
園
本
戦
大
会

に
出
場
し
た
経
験
を
持
つ
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ

Ｇ
が
全
国
各
地
か
ら
24
人
集
ま
っ
て

「
写
真
甲
子
園
同
窓
会
」
を
開
き
、

今
後
の
活
発
な
活
動
展
開
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◆

　

中
核
行
事
の
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
・
第
24
回
東
川
賞
の
授
賞
式
、

受
賞
作
家
作
品
展
な
ど
は
、
後
半
の

８
月
２
、
３
の
両
日
。

　

海
外
作
家
賞
の
ク

ラ
ウ
ス
･
ミ
ッ
テ
ル

ド
ル
フ
氏
（
ブ
ラ
ジ

ル
･
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
在
住
）
、

国
内
作
家
賞
の
楢
橋
朝
子
氏

（
東
京
都
在
住
）
、
新
人
作

家
賞
の
澤
田
知
子
氏
（
米
国

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
在
住
）
、

特
別
賞
の
小
畑
雄
嗣
氏
（
東

京
都
在
住
）
の
4
人
が
出
席
。

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

授
賞
式
、
受
賞
を
祝
う
集
い

を
開
き
、
松
岡
市
郎
町
長
ら

秋の全国
交通安全運動
◎高齢者の事故防止
◎スピードの出し過ぎ、飲酒運転の防止
◎夕暮れ時、夜間の歩行者、自転車乗車中の
　事故防止
◎後部座席を含むシートベルト、チャイルド
　シートの正しい着用

か
ら
お
祝
い
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
の
受
賞
作
家
作
品
展
や
受
賞
作

家
を
招
い
て
語
り
合
う
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
」
、
新
人
写
真
家
の
「
写
真
イ
ン
デ
ペ
ン

デ
ン
ス
展
・
合
評
の
集
い
」
、
自
分
の
写
真

作
品
を
批
評
し
て
も
ら
え
る
「
ニ
コ
ン
ユ
ー

ナ
21
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
レ
ビ
ュ
ー
」
の
ほ
か
、

新
た
に
エ
プ
ソ
ン
販
売
㈱
が
「
デ
ジ
タ
ル
暗

室
シ
ス
テ
ム
」
、
㈱
ス
タ
ー
ト
･
ラ
ボ
が

「
デ
ジ
タ
ル
写
真
保
存
セ
ミ
ナ
ー
」
の
各
ブ

ー
ス
を
開
設
。
盛
り
だ
く
さ
ん

の
写
真
の
集
い
が
一
堂
に
開
か

れ
ま
し
た
。

　

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
庭
で
開

い
た
第
３
回
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

年
々
出
品
者
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
作
品
展
示
が
増
え
、

今
年
は
町
内
の
写
真
家
飯
塚
達

央
さ
ん
（
42
）
が
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
ま
し
た
。
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ス
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７
月
29
日
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８
月

３
日
ま
で
６
日
間
、
メ
ー
ン
の
催
し
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
半
４
日
間
は
第
15
回
写
真
甲
子
園
本
戦
大
会
、
後
半
２

日
間
は
、
東
川
賞
授
賞
式
・
受
賞
作
家
作
品
展
を
中
心
に
、
８
月
２
、
３
両
日
夏
祭
り
「
ど
ん
と
こ
い
祭
り
」
も
開

幕
。
好
天
に
恵
ま
れ
て
約
３
万
人
が
繰
り
出
し
、
真
夏
の
祭
り
一
色
で
町
内
が
熱
く
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
写
真
に
集
う
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
、
第
24
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
７
月
29
日
か
ら
８
月

３
日
ま
で
６
日
間
、
メ
ー
ン
の
催
し
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
半
４
日
間
は
第
15
回
写
真
甲
子
園
本
戦
大
会
、
後
半
２

日
間
は
、
東
川
賞
授
賞
式
・
受
賞
作
家
作
品
展
を
中
心
に
、
８
月
２
、
３
両
日
夏
祭
り
「
ど
ん
と
こ
い
祭
り
」
も
開

幕
。
好
天
に
恵
ま
れ
て
約
３
万
人
が
繰
り
出
し
、
真
夏
の
祭
り
一
色
で
町
内
が
熱
く
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

東川賞受賞者とギャラリートーク

▲

▲

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
、
協
賛
社
の

　

企
画
イ
ベ
ン
ト

▲東川賞受賞作家作品展テープカット
　（8月2日、文化ギャラリー）

▲どんとこい祭り
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第1
5回

全国
高等

学校
写真

選手
権大

会

20
08

　今年も熱戦を繰り広げた第15回写真甲子園。旭岳周辺、町内市街地、美瑛、上富良野３町内などをフ
ィールドに、高校生が大自然と人々が織りなす輝きを切り取る戦いを繰り広げ、新潟県立柏崎常盤高が
初出場初優勝を飾りました。その大会の熱い夏の足跡を振り返ります。

熱戦！　写真甲子園の夏２００８熱戦！　写真甲子園の夏２００８

第15回写真甲子園　優勝　新潟県立柏崎常盤高校
「ホット　もっと　北海道」（白黒作品・8枚組）

第
15
回
写
真
甲
子
園　
準
優
勝　
大
阪
市
立
工
芸
高
校

「
す
っ
げ
ぇ
ー
ー
ー
!
!
!
!
!
」（
カ
ラ
ー
作
品
・
8
枚
組
）か
ら

第
15
回
写
真
甲
子
園　
特
別
賞　
北
海
道
帯
広
南
商
業
高
校

「
た
く
さ
ん
の
あ
り
が
と
う
〜
東
川
の
夏
〜
」（
カ
ラ
ー
作
品
・
8
枚
組
）か
ら

写真甲子園2008本戦大会審査結果（7月29～8月1日）

優　勝

準優勝

優秀賞

敢闘賞

特別賞

ブロック

中部・東海

近　畿

北海道

関　東

関　東

東　北

〃

関　東

中部・東海

近　畿

中　国

四　国

九州・沖縄

〃

北海道

高校名

新潟県立柏崎常盤

大阪市立工芸

北海道帯広南商業

栃木県立栃木工業

正則（東京）

秋田県立大曲

福島県立郡山東

千葉県立柏

静岡県立伊東

市川（兵庫県）

岡山県立倉敷古城池

香川県立坂出

熊本学園大学付属

八代白百合学園

北海道帯広南商業

▲甲子園ＯＧに相変わらず人気の立木審査委員長

▲俵をもらって「おも～い！」と大喜びの帯南商メンバー

▲優勝した新潟県立柏崎常盤高の渡邊、田村、佐藤
　３選手（左から）

▲東川賞のクラウスさんと対面、激励を
　受けて感激の柏崎常盤高のメンバー

▲代表校到着（キトウシ森林公園）

▲美瑛町内の農地で（大阪市立工芸高校、3日目）

本戦出場回数

初

3年ぶり11回目

2年ぶり2回目

2年連続2回目

初

初

初

初

初

13年ぶり2回目

初

4年ぶり2回目

初

2年連続7回目

町民審査員（10人）が選定

第1
5回

全国
高等

学校
写真

選手
権大

会

20
08
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フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
・
ど
ん
と
こ
い
祭
り 

│ 

に
ぎ
わ
い
〜
盛
夏
２
０
０
８

　

写
真
に
集
い
、夏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
し
た
写
真
甲
子
園
、フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
、そ
し
て
ど
ん
と
こ
い
祭
り
。写
真
文
化
に
触
れ
、

真
夏
の
夜
を
焦
が
す
大
輪
の
花
火
に
酔
っ
た
お
祭
り
ウ
ィ
ー
ク
を
点
描
し
ま
し
た
。

作品講評のインデペンデンス展

盛況だった歩行者天国（8月3日）

どんとこい祭りは夜になってますます盛況

写真と音楽のコラボレーション（8月3日）

2008ストリートギャラリー受賞者2008ストリートギャラリー受賞者
飯塚　達央
置田貴代美
山岸せいじ
廣島　経明

写真家
会社員
　〃
　〃

42
31
46
49

東川町
札幌市白石区
同市清田区
同市厚別区

賞 氏名 住所 年齢 所属
グランプリ

準グランプリ

2008ストリートギャラリー受賞者

仮装でグゥ～ダンシングゥ～（8月2日）

東川町の株主さんを募集しています東川町の株主さんを募集しています
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2008ストリートギャラリー受賞者

東川町の株主さんを募集しています東川町の株主さんを募集しています東川町の株主さんを募集しています
　「写真の町」ひがしかわ株主制度とは、東川町を応援しようとする方が東川町へ投資（寄付）をして町の株主となり、
東川町を応援していく制度です。
　東川町ならではのプロジェクトの中から投資（寄付）したい事業をお選びいただけます。株主証となるカードの発行
や株主優待のほか、投資は自治体への寄付に該当するため「ふるさと納税」として住民税などの税法上の控除を受ける
ことが出来ます。

■株主になるには？
　対象となる４つのプロジェクトの実施事業の中からあなたが投資したい事業を選び、一株千円以上の投資をしていた
だければ、あなたは東川町の株主です。この制度による投資は、寄付として扱われますので寄付金税額控除の対象とな
ります（地方公共団体に対する寄付金の総額が5千円を超える場合）。
１．写真文化を守り育てる「写真の町プロジェクト」
２．時代を築く子供たちを育成する「こどもプロジェクト」
３．水資源と地球環境を守る「ｅｃｏプロジェクト」
４．イイコトに貢献する「イイコトプロジェクト」
※18歳未満の方は投資できません。※株主制度では、千円を１株として管理し、株数は株主が東川町に対して行った社
会貢献を表す数値です。※株は社会貢献を表す単位であるため、譲渡や売買、換金などはできません。

■株主になると
・株主証の発行
　株主の方には、「写真の町」ひがしかわ株主証が発行されます。
・株主優待
　株主になると、投資いただいた株数に応じて株主優待制度を受けることができます。前年１年間に投資いただいた株
主の方に対し、毎年２月ごろに株主優待のご案内を差し上げ、５月ごろに株主優待商品をお届けします。

・東川町土産
　１回に１万円以上投資いただいた方には、株主優待とは別にお米を中心とした東川町土産を希望することができます。
希望された場合には、投資額から5千円控除させていただいた差額（投資額２万円の場合は１万５千円）が事業に充て
られます。
・その他、配当や優待利用特典などをご用意しています。

■特別町民
　東川町以外にお住まいの方で株主になられた方には、東川町民と志を一つにしていただける町外在住の東川町民とし
て「東川町特別町民」と認定させていただき認定書をお贈りします（18歳未満など株主とならない町外にお住まいの方
でも応援町民登録制度があります）。

当該年度取得株数 優待商品

当該年に投資した
金額に応じた優待

1回の投資額が1万円に満たない場合でも
初回のみ通算保有で対象となります

【お問い合わせ先】
東川町企画総務課企画財政室「写真の町」ひがしかわ株主制度担当　担当：矢ノ目、平田　☎82－2111（内線227）

50株（5万円）以上

30株（3万円）以上

10株（1万円）以上
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７
月
28
日
、
東
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
で

第
46
回
北
海
道
国
公
立
幼
稚
園
教
育
研
究

大
会
上
川
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

東
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
、
東
神
楽
幼
稚

園
、
愛
別
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
、
当
麻
幼
稚

園
の
４
会
場
に
別
れ
て
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
東
川
町
幼
児
セ
ン
タ

ー
の
分
科
会
場
は
「
生
き

る
力
を
は
ぐ
く
む
」
を
大

会
テ
ー
マ
に
、
全
道
各
地

か
ら
幼
稚
園
教
員
ら
約
１

３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
年
大
会
ま
と
め
の

「
豊
か
な
人
間
性
の
基
礎

と
な
る
『
生
き
る
力
』
を
は
ぐ
く
む
」
に

沿
っ
て
、
「
友
達
と
の
か
か
わ
り
」
を
テ

ー
マ
に
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
実
践
報
告
発

　
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
だ
れ
と
で
も
遊
べ
る
子
、
助
け
合
え

る
子
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
心
が
け
、

保
育
者
は
相
手
の
思
い
に
気
づ
く
環
境
構

成
や
援
助
の
仕
方
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

「
し
た
く
て
も
、
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
、
し
た
く
な
く
て
も
し
な

く
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
理
解
で

き
る
こ
と
を
自
律
と
と
ら
え
、
繰

り
返
し
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
思

い
や
り
と
自
立
が
整
合
性
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
」

な
ど
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
予
定
の
新
た
な
幼
稚
園
教
育
要

領
の
基
調
と
な
る
「
生
き
る
力
の
育
成
」

方
針
に
沿
っ
て
、
研
究
発
表
が
行
わ
れ
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

場
で
は
応
援
の
歓
声
も
に
ぎ
や
か
に
、
日

ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消
に
も
一
役
買
っ
て

い
た
よ
う
で
し
た
。

　

大
会
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
が
第
三

自
治
振
興
会
、
準
優
勝
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
北

町
3
丁
目
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
優

勝
西
部
自
治
振
興
会
、
準
優
勝
第
一
自
治

振
興
会
A
の
各
チ
ー
ム
で
し
た
。

た
。
と
も
に
男
女
混
成
の
チ
ー
ム
編
成
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
女
性
２
人
以
上
、
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
女
性
４
人
チ
ー
ム
の
中

に
45
歳
以
上
の
男
性
が
1
人
ま
で
交
代
出

場
で
き
ま
す
。

　

カ
ラ
リ
と
青
空
が
広
が
っ
た
1
日
、
会

　

8
月
17
日
、
町
民
運
動
公
園
と
B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
第
36
回
東
川
町

地
域
親
睦
球
技
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

地
区
対
抗
の
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
、
10

人
制
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
4
人
制
ミ
ニ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
に
約
１
５
０
人
が
出
場
し
ま
し

　

８
月
６
日
、
旭
岳
温

泉
街
周
辺
の
旭
岳
青
少

年
野
営
場
、
自
然
探
索

路
で
今
年
第
１
回
の
大

雪
山
自
然
観
察
講
座
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
、
環
境
省
東
川
自

然
保
護
官
事
務
所
、
大

雪
山
の
自
然
を
記
録
す

る
会
の
主
催
。
６
歳
か
ら
72
歳
ま
で
18
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
中
に
は
夏
休
み
で
首

都
圏
か
ら
参
加
し
た
小
学
生
の
姿
も
。

　

愛
別
町
在
住
の
山
岳
ガ
イ
ド
、
池
田
し

の
ぶ
さ
ん
を
講
師
に
、
午
前
中
は
自
然
探

勝
路
の
ク
マ
ゲ
ラ
コ
ー
ス
を
歩
い
て
探
索
。

町
内
で
採
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ズ
ッ
キ

ー
ニ
、
ピ
ー
マ
ン
、
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、
な

す
、
パ
プ
リ
カ
な
ど
無
農
薬
野
菜
と
大
雪

　

山
旭
岳
源
水
の
水
を
材
料
に
し
て
、

夏
野
菜
の
ス
ー
プ
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

調
味
料
は
塩
だ
け
で
す
が
、
新

鮮
野
菜
の
甘
み
と
お
い
し
さ
た
っ

ぷ
り
の
ス
ー
プ
の
出
来
上
が
り
。

持
参
の
お
に
ぎ
り
で
「
お
い
し
い
」

と
み
ん
な
舌
鼓
。

　

午
後
か
ら
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
で
「
森
の
図
鑑
」
作
り
で
す
。
真
っ
白

な
図
鑑
の
ペ
ー
ジ
を
完
成
さ
せ
る
の
が
課

題
。
森
の
中
の
植
物
や
花
、
木
の
実
、
小

鳥
や
虫
な
ど
、
観
察
成
果
を
書
き
入
れ
て

自
分
だ
け
の
観
察
図
鑑
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
来
年
3
月
ま
で
４
回
開
催
の

予
定
。
次
回
は
10
月
４
日
、
秋
の
紅
葉
め

ぐ
り
で
す
。

好
評
開
催
、大
雪
山
自
然
観
察
講
座
で
野
菜
ス
ー
プ
づ
く
り

好
評
開
催
、大
雪
山
自
然
観
察
講
座
で
野
菜
ス
ー
プ
づ
く
り

役場大会議室で開いた第１回委員会

　　

東
川
小
学
校

の
老
朽
化
に
伴

う
改
築
及
び
町

内
小
学
校
の
統

廃
合
問
題
の
検

討
を
行
う
「
東

川
小
学
校
等
建

設
検
討
委
員
会

及
び
東
川
町
内

小
学
校
統
廃
合

検
討
委
員
会
」

が
７
月
25
日
、

発
足
し
ま
し
た
。

町
で
は
来
年
12

月
ご
ろ
を
め
ど
に
、
東
川
小
の
改
築
、
町

内
小
学
校
の
統
廃
合
に
関
し
て
両
検
討
委

の
答
申
を
受
け
、
平
成
22
年
度
の
町
予
算

で
東
川
小
学
校
改
築
基
本
計
画
を
立
て
る

予
定
で
す
。

　

委
員
会
は
、
東
川
小
学
校
等
建
設
検
討

委
員
会
委
員
が
22
人
、
東
川
町
内
小
学
校

統
廃
合
検
討
委
員
会
委
員
が
19
人
。
各
地

区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
各
学
校
長
・
教
頭
、

自
治
振
興
会
役
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

役
員
、
一
般
公
募
委
員
ら
が
加
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

検
討
開
始
に
先
立
っ
て
、
松
岡
市
郎
町

長
は
「
小
学
校
校
舎
の
耐
震
強
度
は
、
現

　

在
震
度
４
程
度
ま

で
し
か
耐
え
ら
れ

ず
、
全
国
ワ
ー
ス

ト
２
０
０
の
１
９

３
番
目
に
入
っ
て

い
る
。
震
度
７
に

絶
え
ら
れ
る
補
強

工
事
が
必
要
。
ま

た
開
基
１
２
０
年

に
向
け
て
、
更
に

そ
の
１
０
０
年
先

を
見
越
し
た
教
育

施
設
の
あ
り
方
を

考
え
た
い
」
と
の

　
基
本
的
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て

学
童
保
育
、
老
人
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
位
置

づ
け
る
か
」
「
学
校
に
子
ど
も
が
少
な
い

と
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
な
い
、
と
い
う
声
が

あ
る
。
一
方
で
は
、
児
童
数
が
少
な
い
学

校
で
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
し
っ
か

り
活
動
し
て
い
る
、
と
い
う
姿
も
あ
る
。

統
合
す
る
こ
と
が
い
い
の
か
、
今
の
姿
が

い
い
の
か
、
併
せ
て
十
分
に
検
討
い
た
だ

き
た
い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
小
学
校
等
建
設
検
討
委
の
会

長
に
奥
山
富
雄
さ
ん
（
学
識
経
験
）
、
副

会
長
に
平
川
和
彦
さ
ん
（
東
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
代
表
）
、
町
内
小
学
校
統
廃
合
検
討
委
の

会
長
に
林
次
男
さ
ん
（
キ
ト
ウ
シ
自
治
振

興
会
）
、
副
会
長
に
西
田
孝
志
さ
ん
（
第

一
同
）
、
津
谷
俊
弘
さ
ん
（
第
三
同
）
を

選
び
ま
し
た
。
今
後
年
４
、
５
回
の
委
員

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

現
東
川
小
学
校
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
２
階
建
て
延
べ
２
千
４
４
０

平
方
㍍
。
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
か
ら

３
カ
年
か
け
て
建
設
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
後
体
育
館
、
理
科
教
室
、
給
食
室
な
ど

を
増
築
し
ま
し
た
。
中
核
の
主
教
室
棟
は

建
築
後
約
49
年
に
な
り
ま
す
。

て
く
れ
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。

　
や
赤
っ
ぽ
い
光
が
草
む
ら
の
中
で
点
滅
し

て
い
ま
し
た
。
そ
っ
と
手
を
か
ざ
し
て
手

の
ひ
ら
の
上
に
。
ほ
た
る
は
手
の
上
で
逃

げ
ず
に
光
を
点
滅
さ
せ
、
参
加
者
は
思
わ

ず
興
奮
。

　

こ
の
夜
観
察
で
き
た
の
は
10
尾
程
度
。

同
会
で
は
7
月
中
旬
に
約
２
０
０
尾
を
周

辺
に
放
流
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
会
で
は
、
今
回
観
察
で
き

た
成
虫
が
無
事
越
冬
し
、
光
の
乱
舞
を
し

　

8
月
18
日
、
東
川
町
ほ
た
る
の
会
（
滝

本
宣
博
会
長
）
が
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
の

キ
ャ
ン
プ
場
で
ほ
た
る
観
察
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

午
後
７
時
半
、
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た

公
園
に
町
民
約
40
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
中
の
家
族
連
れ
も
加
わ
り
、
林

間
キ
ャ
ン
プ
場
内
の
小
川
や
そ
の
周
辺
の

草
む
ら
に
目
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

「
い
た
、
い
た
！
」
。
淡
い
青
色
と
や

東
川
小
等
建
築
検
討
委
、
町
内
小
学
校
統
廃
合
検
討
委
ス
タ
ー
ト

東
川
小
等
建
築
検
討
委
、
町
内
小
学
校
統
廃
合
検
討
委
ス
タ
ー
ト

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
「
ほ
た
る
光
っ
た
！
」

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
「
ほ
た
る
光
っ
た
！
」

幼
児
セ
ン
タ
ー「
も
も
ん
が
の
家
」で
国
公
立
幼
稚
園
教
研
開
く

幼
児
セ
ン
タ
ー「
も
も
ん
が
の
家
」で
国
公
立
幼
稚
園
教
研
開
く

空
高
い
初
秋
の
球
技
大
会
に
歓
声

空
高
い
初
秋
の
球
技
大
会
に
歓
声
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第2回大雪山忠別湖
トライアスロンｉｎひがしかわ大会

　

午
前
10
時
、
気
温
セ
氏
18
度
、
水
温

同
23
度
。
十
分
に
晴
れ
渡
っ
た
湖
畔
は
、

ス
イ
ム
種
目
を
皮
切
り
に
競
技
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
一
般
の
部
約
２
０
０
人

の
選
手
が
家
族
や
観
客
約
６
０
０
人
の

声
援
を
受
け
て
湖
に
ダ
ッ
シ
ュ
し
ま
し

た
。

　

合
図
と
と
も
に
5
人
の
招
待
選
手
、

国
内
強
化
選
手
、
一
般
参
加
者
、
障
害

参
加
者
が
一
斉
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
各

種
公
式
大
会
標
準
の
シ
ョ
ー
ト
コ

ー
ス
。
ス
イ
ム
１
・
５
㌔
㍍
、
自

転
車
40
㌔
㍍
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
10
㌔

㍍
の
合
計
51
・
５
㌔
㍍
を
競
い
ま

す
。

　

１
周
０
・
７
５
㌔
㍍
の
コ
ー
ス

２
周
を
終
え
て
、
ス
イ
ム
ト
ッ
プ

で
通
過
し
た
の
は
昨
年
優
勝
の
吉

越
慎
吾
選
手
（
28
）
＝
愛
知
県
、

三
好
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
倶
楽
部
＝
。

19
分
45
秒
で
水
か
ら
あ
が
っ
た
こ
ろ
、

一
般
参
加
選
手
は
周
回
遅
れ
で
よ
う
や

く
２
周
目
。
早
く
も
ト
ッ
プ
選
手
と
の

間
に
大
き
な
タ
イ
ム
差
が
出
始
め
ま
し

た
。

　

続
く
バ
イ
ク
（
自
転
車
）
種
目
は
、

湖
畔
道
路
を
折
り
返
し
３
周
。
途
中
に

起
伏
が
あ
る
た
め
、
下
り
で
は
時
速
50

㌔
㍍
を
超
え
ま
す
。
優
勝
し
た
益
田
大

貴
選
手
（
28
）
＝
神
奈
川
県
、
湘
南
ベ

ル
マ
ー
レ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
＝
は
、
バ

イ
ク
を
終
了
し
た
時
点
で
吉
越
選
手
と

の
タ
イ
ム
差
を
逆
転
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

で
も
そ
の
ま
ま
差
を
広
げ
て
１
分
29
秒

差
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

女
子
の
ト
ッ
プ
は
、
総
合
で
も
４
位

に
入
っ
た
西
麻
衣
子
さ
ん
（
24
）
＝
同
、

同
＝
で
し
た
。

　

今
年
は
小
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
も
行
い
76
人
が
出
場
し
、

全
員
が
完
走
し
ま
し
た
。

　
 

―　

◇　

―

初
出
場
で
優
勝
し
た
益
田
選
手

　

「
こ
ん
な
に
自
然
の
中
で
走
れ
る
こ

と
が
な
い
の
で
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
来
年
も
出
場
し
た
い
」

と
余
裕
の
ゴ
ー
ル
。
6
年
前
、
ク
ラ
ブ

創
設
の
と
き
か
ら
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競

技
に
入
り
、
昨
年
か
ら
長
距
離
向
き
に

転
向
し
た
と
い
い
、
距
離
が
短
い
大
会

へ
の
出
場
は
2
年
ぶ
り
。

　

「
２
年
前
に
シ
ョ
ー
ト
で
優
勝
し
て

以
来
、
大
会
出
場
は
久
し
ぶ
り
。
経
験

が
少
な
い
と
世
界
選
手
権
レ
ベ
ル
と
差

が
出
来
て
し
ま
う
の
で
…
」
と
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
調
整
を
兼
ね
て
出
場
し
た
よ

う
で
す
。

　

「
５
日
前
に
こ
ち
ら
に
入
っ
て
４
人

で
合
宿
し
ま
し
た
。
自
転
車
は
美
瑛
、

天
人
峡
温
泉
に
も
入
っ
て
最
高
」
と
レ

ー
ス
結
果
に
も
大
満
足
。

「
オ
ー
ル
東
川
」
チ
ー
ム
今
年

も
リ
レ
ー
に
出
場

　

昨
年
出
場
し
た
農
協
職
員
笹
村
道
雄

さ
ん
（
41
）
＝
写
真
左
＝
、
第
三
小
学

校
事
務
職
員
吉
田
俊
貴
さ
ん
（
41
）
＝

同
中
央
＝
は
今
年
、
旭
川
市
内
在
住
の

会
社
員
秋
山
仁
美
さ
ん
（
49
）
＝
同
右

＝
を
第
一
走
者
（
ス
イ
ム
）
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

初
出
場
だ
っ
た
秋
山
さ
ん
は
、
レ
ー

ス
の
勝
手
が
分
か
ら
ず
リ
レ
ー
16
チ
ー

ム
中
、
14
位
と
い
う
成
績
。

　

そ
れ
で
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
吉
田
さ
ん

が
リ
レ
ー
出
場
チ
ー
ム
中
ト
ッ
プ
の
成

績
で
盛
り
返
し
、
ト
ー
タ
ル
8
位
と
ま

ず
ま
ず
の
成
績
。
「
去
年
よ
り
も
良
か

っ
た
」
と
結
果
を
出
し
て
大
満
足
。

　

秋
山
さ
ん
は
「
自
転
車
が
得
意
種
目

な
ん
だ
け
れ
ど
、
水
も
冷
た
く
な
か
っ

た
の
で
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
み
ん
な

で
出
た
い
」
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
の

吉
田
さ
ん
は
「
去

年
よ
り
も
タ
イ
ム

が
良
か
っ
た
」
と

チ
ー
ム
を
盛
り
返

し
、
ト
ー
タ
ル
8

位
と
い
う
結
果
に

「
や
っ
た
ー

っ
！
」
。

う
市
川
市
か
ら
参
加
の
桑
村
雅
治
さ
ん

（
45
）
は
、
４
時
間
23
分
６
秒
で
最
終

完
走
者
の
ゴ
ー
ル
を
切
り
ま
し
た
。
両

手
の
補
助
用
ク
ラ
ッ
チ
杖
を
高
々
と
上

げ
「
何
と
か
時
間
内
に
完
走
で
き
た
。

ス
イ
ム
で
は
水
が
冷
た
く
て
ち
ょ
っ
と

危
な
か
っ
た
け
れ
ど
…
」
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
に
は
、
京
都
市
内
在
住

の
恋
人
（
39
）
が
タ
オ
ル
を
手
に
出
迎

え
「
無
事
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
」
と

思
わ
ず
大
粒
の
涙
。

　

「
こ
こ
は
周
回
路
コ
ー
ス
な
の
で
、

何
度
も
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
安
心

感
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
旭
山
動
物

園
に
行
き
ま
す
」
と
ね
ぎ
ら
っ
て
い
ま

し
た
。

松
岡
町
長
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
夫
婦
に
「
完
走
お
め
で
と

う
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夫
婦
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場
海
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
人
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
在
住
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
リ
ア
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
体
師
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

べ
ヴ
ァ

ン
・
コ
レ
ス
さ
ん
（
36
）
＝
写
真
中
央

＝
は
、
残
念
な
が
ら
失
格
に
。
し
か
し

妻
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
さ
ん
（
33
）
＝
同
右
＝

は
２
時
間
35
分
37
秒
の
好
タ
イ
ム
。
総

合
で
44
位
、
女
性
４
位
の
堂
々
の
成
績

を
収
め
、
松
岡
市
郎
町
長
か
ら
ね
ぎ
ら

地
元
消
防
士
チ
ー
ム
「
Ｎ
・
Ｖ

＆
Ｇ
・
Ｂ
」
も
負
け
て
ま
せ
ん

　

「
イ
エ
ー
イ
！
」
―
。

堂
々
４
位
入
賞
し
て
地
元

勢
の
気
を
吐
い
た
の
は
、

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

員
の
紙
谷
知
行
さ
ん

（
33
）
ら
の
消
防
士
チ
ー

ム
。

　

消
防
士
仲
間
の
深
川
地

区
消
防
組
合
幌
加
内
消
防

支
署
勤
務
、
腰
越
真
人
さ

ん
（
32
）
、
旭
川
市
内
の

主
婦
佐
野
有
希
子
さ
ん

（
32
）
の
３
人
。
応
援
サ

ポ
ー
タ
ー
も
一
緒
に
「
グ
ッ
・
ジ
ョ

ブ
！
」
。

　

佐
野
さ
ん
は
、
一
昨
年
で
閉
催
し
た

日
本
海
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
の
常
連
出
場
者
で
し
た
。
そ

の
後
結
婚
、
出
産
を
経
て
2
年
ぶ
り
の

大
会
復
帰
出
場
だ
っ
た
の
で
す
。

　

「
大
会
ま
で
4
回
し
か
練
習
で
き
な

か
っ
た
」
そ
う
で
す
。
乳
飲
み
子
の
長

男
（
１
つ
）
を
同
行
し
て
の
出
場
で
し

た
。
「
オ
ロ
ロ
ン
大
会
よ
り
泳
ぎ
に
く

か
っ
た
」
と
は
い
う
も
の
の
、
予
定
通

り
の
タ
イ
ム
約
35
分
で
ス
イ
ム
を
泳
ぎ

切
り
「
こ
の
チ
ー
ム
な
ら
来
年
も
大
丈

夫
！
」
。

見
事
片
足
で
ラ
ス
ト
完
走
者

　

小
学
校
２
年
生
の
時
に
病
気
で
大
腿

部
か
ら
下
の
左
足
を
切
断
し
た
、
と
い

い
を
受
け
ま
し
た
。

　

５
回
目
の
来
道
だ
と
い
い
、
レ
ー
ス

後
２
週
間
の
予
定
で
、
知
床
方
面
に
向

け
て
元
気
い
っ
ぱ
い
自
転
車
で
観
光
に

出
発
し
ま
し
た
。

今
年
も
完
走
、
盲
目
ラ
ン
ナ
ー

宮
腰
さ
ん

　

全
盲
の
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
、
旭
川

市
か
ら
参
加
の
宮
腰
卓
也
さ
ん
（
53
）

＝
写
真
右
＝
は
、
新
た
な
伴
走
者
、
河

西
哲
也
さ
ん
（
35
）
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、

見
事
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

「
去
年
は
余
裕
が
な
く
て
、
今
年
も

２
、
３
日
前
か
ら
す
ご
く
不
安
だ
っ
た
。

ス
ラ
ン
プ
に
な
っ
て
泳
ぐ
こ
と
が
不
安

で
お
風
呂
に
も
入
れ
な
く
な
っ
た
」
ほ

ど
水
へ
の
恐
怖
心
が
高
ま
っ
て
い
た
と

い
い
ま
す
。

　

し
か
し
ゴ
ー
ル
し
て
み
る
と
、
そ
ん

な
気
持
ち
は
す
っ
か
り
吹
き
飛
び
「
今

日
は
最
高
に
気
持
ち
い
い
。
自
分
の
ぺ

ー
ス
で
レ
ー
ス
が
出
来
た
」
と
息
を
弾

ま
せ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
ト
ッ
プ
１
、
２

位
は
仲
良
し
３
人
組

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
中
学
生
男
子
で
優
勝
し

た
胆
振
管
内
安
平
町
の
工
藤
鴻
君

（
12
）
＝
早
来
中
1
年
＝
、
準
優
勝
、

旭
川
市
の
山
口
司
君
（
12
）
＝
東
陽
中

1
年
＝
、
同
女
子
優
勝
の
山
口
愛
さ
ん

（
14
）
＝
同
３
年
＝
の
３
人
は
、
毎
週

末
に
安
平
町
内
で
バ
イ
ク
練
習
を
し
て

い
る
友
達
同
士
。

　

山
口
君
に
よ
る
と
「
工
藤
君
は
す
ご

っ
い
強
い
」
と
実
力
差
は
ま
だ
ま
だ
大

き
い
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　

工
藤
君
の
優
勝
タ
イ
ム
21
分
56
秒
と

の
差
は
34
秒
。
で
も
山
口
君
に
と
っ
て

は
、
工
藤
君
に
競
り
負
け
た
こ
と
よ
り

も
姉
の
愛
さ
ん
に
競
り
勝
っ
た
こ
と
の

ほ
う
が
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
バ
イ
ク
で
競
り
合
っ
て
い
て
、
ラ

ン
に
入
っ
て
す
ぐ
に
抜
か
す
こ
と
が
で

き
た
」
。

　

愛
さ
ん
は
「
バ
イ
ク
で
は
競
り
合
っ

て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、
同
時
ス
タ
ー
ト

し
た
ラ
ン
で
す
ぐ
に
抜
か
さ
れ
て
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
け
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
度
は
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
抜
き
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
！
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

悔
し
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
語
気
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

紙谷さん、佐野さん、友人の山下なつ絵さん、
腰越さん（左から）のチーム「N・V＆G・B」

　真夏の忠別ダム湖を会場に、「第2回大雪山忠別湖トライアスロンinひがしかわ」大会
が8月10日開かれました。真夏の太陽を浴びて、深緑の中を7歳の小学校1年生から71歳
まで211人が水泳、自転車、ランニングの3種目に挑みました。

2時間ちょうどで余裕のゴールをした
益田選手

中
学
男
子
で
優
勝
の
工
藤
君（
左
）、2
位
の

山
口
司
君（
右
）と
女
子
優
勝
の
山
口
愛
さ
ん
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「
韓
国
人
は
東
川
を
あ
ま
り
知
ら
な
い

の
で
、
旭
川
、
美
瑛
の
ペ
ー
ジ
か
ら
入
っ

て
き
て
く
れ
る
」
と
か
。
旭
山
動
物
園
人

気
を
背
景
に
旭
川
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

検
索
し
て
き
て
く
れ
る
来
訪
者
が
多
い
よ

う
で
す
。
だ
か
ら
「
東
川
を
も
っ
と
た
く

さ
ん
韓
国
の
人
に
知
ら
せ
た
い
」
と
ブ
ロ

グ
と
は
別
に
、
本
格
的
な
韓
国
語
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
り
た
い
と
い
う
の
が
現
在
の

計
画
。

　

6
月
、
韓
国
・
イ
ン
チ
ョ
ン
市
在
住
の

カ
レ
氏
が
来
町
し
ま
し
た
。
大
阪
留
学
し

て
い
た
た
め
、
日
本
の
事
情
に
は
詳
し
い

と
か
。
「
良
い
町
だ
」
と
安
心
し
て
く
れ

た
そ
う
で
す
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
る
た
び
に
町
内
で
は

野
外
焼
肉
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
な
る
の
で

「
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
が
多
い
の
は
こ
の
町

だ
け
？
」
「
『
あ
な
た
の
町
で
は
１
日
で

豚
１
頭
ず
つ
食
べ
て
い
る
の
？
』
と
カ
レ

が
言
っ
て
い
ま
し
た
よ
」
。
こ
れ
が
大
き

な
疑
問
の
ひ
と
つ
。

　

最
大
の
仕
事
は
翻
訳
作
業
で
す
。
難
し

い
の
は
、
感
情
や
情
景
描
写
の
表
現
。

「
滑
ら
か
に
流
れ
る
よ
う
な
言
葉
の
リ
ズ

ム
に
な
ら
な
い
」
と
今
一
番
の
悩
み
で
す
。

　

4
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ

し
て
い
る
ブ
ロ
グ
『
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ　

Ｈ
ｉ

ｇ
ａ
ｓ
h
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
』
が
好
評
で
す
。

日
を
追
っ
て
訪
れ
る
人
が
増
え
、
８
月
４

日
に
は
過
去
最
高
の
1
日
１
０
１
人
を
記

録
し
ま
し
た
。
「
ウ
ワ
ー
ッ
、
す
ご
い
！
」

―
。
反
響
が
広
が
る
た
び
に
思
わ
ず
手
を

た
た
い
て
大
喜
び
。

　

「
東
川
町
ま
で
ど
う
や
っ
て
行
け
ば
い

い
？
」
「
天
人
峡
の
ホ
テ
ル
の
宿
泊
料
金

は
？
」
―
。
韓
国
か
ら
の
メ
ー
ル
問
い
合

わ
せ
も
増
え
ま
し
た
。

　

お
気
に
入
り
の
ピ
ン
ク
色
デ
ジ
カ
メ
は
、

取
材
用
に
大
活
躍
。
２
日
に
1
回
程
度
ず

つ
記
事
を
更
新
し
、
町
内
の
出
来
事
、
独

り
言
な
ど
最
新
情
報
が
大
盛
り
で
す
。

　

写
真
甲
子
園
、
ど
ん
と
こ
い
祭
り
、
ラ

ト
ヴ
ィ
ア
・
ル
ー
イ
エ
ナ
町
と
の
姉
妹
提

携
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
町
内
ロ
ケ
の
様
子

な
ど
、
何
で
も
自
分
流
で
紹
介
し
ま
す
。

　

香
典
返
し
と
し
て
海
苔
（
の
り
）
の
パ

ッ
ク
袋
入
り
を
使
う
日
本
の
習
慣
の
不
思

議
を
紹
介
し
た
り
、
町
内
の
ラ
ー
メ
ン
店

も
紹
介
し
ま
す
。
「
韓
国
で
ラ
ー
メ
ン
と

い
え
ば
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
し
か
な
い
よ
〜
」

と
珍
し
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
が
韓
国
で

〝
ウ
ケ
〞
て
い
る
理
由
か
も
。

今
、生
き
生
き
と

　

今
年
4
月
、
東
川
町
観

光
協
会
に
強
力
な
布
陣
が

加
わ
り
ま
し
た
。
今
春
韓

国
の
大
学
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
若
い
感
覚
が
、
新

た
な
魅
力
を
加
え
て
東
川

の
紹
介
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
韓
国
に
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
北
海
道

の
風
習
、
盆
踊
り
や
香
典

返
し
、
本
場
旭
川
ラ
ー
メ

ン
の
お
い
し
さ
な
ど
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け
で

は
分
か
ら
な
い
人
々
の
暮

ら
し
や
催
し
、
魅
力
を

次
々
と
紹
介
し
て
い
る
の

で
す
。
盆
踊
り
の
ニ
ュ
ー

ス
で
は
、
準
備
の
様
子
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
衣
装
で
踊

る
仮
装
踊
り
の
様
子
、
一

緒
に
な
っ
て
踊
っ
た
本
人

も
登
場
し
臨
場
感
た
っ
ぷ

り
。
単
な
る
観
光
地
紹
介

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
新

し
い
町
内
紹
介
は
、
韓
国

内
に
向
け
て
新
た
な
魅
力

売
り
込
み
へ
の
大
き
な
原

動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1414

デジカメ片手に旭岳温泉街を取材 テレビの撮影ロケでエキストラ
出演もしました（6月）

東川賞で韓国人作家の通訳

ミスン_ブログ「Hello　Higashikawa」のフロントページ
香典返しのことが話題になっているようです（8月6日更新）

ブログ製作に欠かせない愛機のデジカメ

東
川
町
観
光
協
会
職
員　

ジ
ョ
ン
･
ミ
ス
ン　
さ
ん

ジョン･ミスンさん／東川町観光協会事務局職員／東町１ ☎８２－３６７１（事務所）
韓国・仁川（インチョン）市出身、24歳。水原（ス－ウォン）大学日本語学科卒。2年在学中に山梨県甲府市の日本語学校に１年間語学留学していました。4月
から東川観光協会職員。主な仕事は、東川町の魅力を韓国に伝えること。観光パンフレットのハングル語翻訳、各種文書の翻訳、そしてブログ「ハロー東川」
のページ制作と更新。4月10日にアップしました。URLはhttp://blog.naver.com/hydenmee
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大
嫌
い
で
あ
っ
た
古
典
を
紐
（
ひ
も
）

解
い
て
み
た
。

　

清
少
納
言
の
原
文
、
語
訳
と
解
説
付
き

の
枕
草
子
（
大
伴
茫
人
編
）
で
あ
る
。

「
も
の
づ
く
し
」
（
随
想
）
中
に
「
あ
は

れ
な
る
も
の
」
（
心
に
し
み
じ
み
と
感
じ

ら
れ
る
も
の
）
は
「
孝
あ
る
、
人
の
子
」

（
親
に
孝
行
を
つ
く
す
子
）
と
あ
る
。
普

段
は
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し
遊
び
回
り
た

い
年
ご
ろ
の
若
者
が
親
孝
行
す
る
姿
が

「
あ
は
れ
な
り
」
で
あ
る
、
と
解
説
し
て

い
る
。

　

真
似
て
こ
こ
数
カ
月
の
「
あ
は
れ
な
る

も
の
」
を
考
え
て
み
た
。

　

古
今
を
問
わ
ず
「
あ
は
れ
な
る
も
の
」

は
、
若
者
の
親
孝
行
は
勿
論
の
こ
と
で
は

あ
る
が
、
若
者
が
一
生
懸
命
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
る
姿
は
誠
に
印
象
深
い
も
の
が

あ
る
。

　

写
真
甲
子
園
に
参
加
し
た
選
手
が
野
山

や
町
を
駆
け
巡
り
、
多
く
の
出
会
い
か
ら

撮
っ
た
数
多
く
の
写
真
の
中
か
ら
８
枚
を

組
み
写
真
に
し
、
そ
の
心
を
審
査
員
に
必

死
に
伝
え
る
姿
、
写
真
か
ら
伝
わ
っ
て
く

る
も
の
は
「
あ
は
れ
な
る
も
の
」
と
し
て

多
く
の
人
々
が
感
動
し
た
。

　

大
雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

で
は
、
猛
暑
の
中
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
老
若
男
女
、
健
常
者
か
ら
障
害
を
克

服
し
た
者
が
体
力
の
限
界
に
挑
戦
す
る
姿

　
は
、
強
く
心
を
打
ち
、
美
し
く
、
感
動
す

る
。
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
一
人
ひ

と
り
が
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
姿
に
も
感

動
す
る
。
「
あ
わ
れ
な
る
も
の
」
で
あ
る
。

半
面
、
過
酷
な
練
習
に
耐
え
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
目
の
前
に
し
て
故
障
、
出
場
を
辞

退
し
た
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
野
口
み
ず
き
選

手
、
頑
張
っ
て
力
尽
き
た
土
佐
礼
子
選
手

も
、
彼
女
ら
の
気
持
ち
を
思
う
と
心
が
痛

む
。
哀
れ
む
も
の
が
あ
る
。

　

本
町
は
他
町
に
比
較
し
て
圧
倒
的
に
イ

ベ
ン
ト
が
多
い
。
い
つ
も
裏
方
と
し
て
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
町
民
ら
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
は
、
美
し
く
、
心
に
残
る
。

　

よ
く
他
町
の
首
長
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
方
々
か
ら
「
す
ご
い
で
す
ね
」
と
絶

賛
さ
れ
る
。
本
当
に
す
ご
い
。
町
を
動
か

し
て
い
る
の
は
住
民
パ
ワ
ー
だ
。
お
互
い

に
協
力
し
、
知
力
を
出
し
、
体
力
と
気
力

を
尽
く
し
、
魅
力
が
発
揮
さ
れ
、
そ
こ
に

は
美
し
い
心
「
あ
は
れ
な
る
」
物
語
が
生

ま
れ
て
い
る
。

　

い
つ
も
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る

人
々
の
姿
に
接
し
、
よ
い
刺
激
を
得
る
。

刺
激
は
進
化
、
発
展
の
源
で
も
あ
る
。

　

刺
激
を
受
け
全
力
疾
走
し
て
き
た
人
々

が
、
笑
顔
で
「
が
ん
ば
れ
よ
！
」
と
言
葉

を
残
し
、
手
を
振
り
立
っ
て
い
く
姿
も

「
い
と
、
あ
は
れ
な
る
も
の
」
で
あ
る
。

岩
肌
を
伝
い
き
た
り
て
さ
や
さ
や
と
音
た
て
な
が
ら
滝
の
お
ち
く
る

老
い
の
足
衰
え
早
く
ゴ
ム
長
の
重
さ
を
ひ
き
て
畑
の
草
取
る

咲
き
満
ち
て
触
れ
な
ば
散
ら
む
白
薔
薇
あ
や
ふ
さ
に
居
る
老
い
の
た
そ
が
れ

入
院
と
て
腕
に
ま
か
れ
し
バ
ー
コ
ー
ド
検
査
け
ん
さ
も
吾
の
腕
一
つ

誰
よ
り
も
頼
り
に
思
ひ
し
姉
上
が
二
度
と
帰
ら
ぬ
あ
の
世
と
や
ら
に

夏
潮
の
お
だ
し
き
青
に
染
め
ら
れ
て
ひ
と
り
の
少
女
帰
り
来
る
か
な

幾
そ
た
び
眠
れ
ぬ
夜
の
頬
ぬ
ら
す
還
ら
ぬ
息
子
よ
せ
め
て
夢
路
に

久
々
に
曾
孫
ら
の
声
明
る
く
て
元
気
を
も
ら
い
庭
掃
き
清
む

過
ぎ
し
日
の
旅
路
に
逢
い
し
白
さ
ぎ
が
北
の
青
田
に
す
が
す
が
と
立
つ

風
呂
に
入
り
頭
も
洗
い
長
湯
す
る
夫
は
大
丈
夫
か
と
声
か
け
く
れ
し

育
て
た
る
子
が
丹
精
の
胡
瓜
に
て
作
り
し
な
ま
す
嬉
し
く
い
た
だ
く

終
生
の
敵
と
み
な
せ
し
櫻
咲
く
斧
打
振
れ
る
真
夜
が
あ
る
な
む

心
地
よ
き
奈
落
に
沈
む
昼
寝
か
な

星
屑
に
放
り
し
投
網
大
花
火

家
中
の
魂
抜
け
は
て
大
昼
寝

大
工
ら
の
昼
寝
短
く
覚
め
に
け
り

吸
い
が
ら
の
濡
れ
て
き
て
ゐ
る
緑
か
な

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
青
春
馳
せ
る
熱
い
夏

原
爆
忌
川
蟹
ひ
そ
と
ま
た
ひ
そ
と

素
っ
ぴ
ん
の
顔
に
も
ど
り
て
昼
寝
す
る

健
や
か
に
七
夕
飾
る
子
を
守
る

絵
手
紙
に
ひ
ま
わ
り
い
っ
ぱ
い
届
け
ら
れ

峡
の
道
奥
ゆ
く
ほ
ど
に
蕎
麦
の
花

昼
寝
覚
め
心
の
在
り
処
伸
び
ひ
と
つ

七
夕
で
織
姫
間
違
え
東
川

七
夕
の
夜
空
に
映
す
想
い
人

七
夕
に
ゆ
か
た
で
走
る
幼
き
日

那
須　

喜
美

松
倉　

和
子

瓜
生　

昭
枝

嶋
崎　

ミ
エ

笹
田　

冨
士
子

宮
坂　

敬
子

中
田　

治
子

永
江　

栄
子

矢
沢　

ま
す
え

岡
澤　

チ
ズ
子

岩
田　

ふ
じ
え

井
山　

一
文

松
山　

蓉
子

小
林　

露
葉

青
野　

公
花

宮
坂　

紫
雲

秋
山　

深
雪

杉
山
ひ
ろ
の
り

徳
光　

吐
苦

杉
山　

り
つ

山
口　

佐
知
子

高
瀬　

潤

石
澤　

清
宏

澤
田　

久
美
子

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

古武術式　カラダにやさしい
介護術（健康づくり・ＤＶＤ）
アドメディア
体を痛める介護に新風！古武術式カラダにや
さしい介護術とその続編の２巻が入りまし
た。１巻目基本編。寝ている人を起こす。立っ
ている人を抱え上げる。車椅子・ベッドからの
立ち上がり他。２巻目基本原理の練習と実

践。立ち上がりの補助。ベッド上での体位変換。ベッドから車椅子への移動
他。筋力に頼らない体の使い方で少しでも負担を軽くしましょう。（６０分）

エルフはぞうのしょう
ぼうし（絵本）
作：ハルメン・ファン・ストラーテン／刊：
セーラー出版
エルフは、１０頭の象の消防士たちと消防署にす
んでいます。警報がなるたび、エルフだけがま

にあわなくて、消防車は出発してしまいました。なかまたちはあきれて、とうと
うエルフをクビにして、出て行くようにいいます。エルフはほんものの消防士に
なることが出来るのでしょうか？落ちこぼれの象の消防士、エルフのゆかいな
成長物語。

前世治療（一般書）
著：セバスチャン・フィツェック／刊：柏書房
不治の病に侵された１０歳の少年が受けた
前世治療。その治療は１５年前の殺人とい
う記憶までも呼び起こしたという。証言ど
おりに発見される白骨化した他殺死体。さ
らに少年は、新たな前世殺人をも語り始め
る。少年の弁護を担当することになった敏

腕弁護士シュテルンの周りでは奇怪な出来事が起きはじめ、その背
後には犯罪組織の影が…。

あ
は
れ
な
る
も
の
（
心
に
し
み
じ
み
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
）

短
歌

俳
句

札
幌
学
院
大
学
生　

鷹
田　

哲
典

札
幌
学
院
大
学
生　

三
井
美
菜
子

札
幌
学
院
大
学
生　

外
山　

真
生

と 

あ 

みは

そ
う
び
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幻の滝「ピウケナイの滝」と「カゲの滝」
　町内では羽衣の滝が有名ですが、他にも火山活動やその後
の侵食でできた見応えのある滝や景勝が眠っています。しかし
こうした場所の多くは近づける時期や手段が限られ、私たちの
　不用意な接近を固く拒んでいます。
　山では下りの方向を誤る遭難が多く、特に積雪期、視界不良
時にコースから外れるケースが目立ちます。2005（平成17）年
に続き、今年もピウケナイ沢沿いに迷い込む事故がありました。
思う存分楽しんで無事帰っていただききたいのですが、同様の
事故が繰り返されています。
　旭岳源水のすぐ脇を流れるピウケナイ沢のはるか上流「ピウ
ケナイの滝」は、50メートルの高さから息を呑む迫力で落ちて
います。
　かつて滝の近くを通る登山道があり、知られているのに地図
に載っていないため「幻の滝」と言われました。一時期訂正さ
れていたのに、最近なぜかまた滝の記号がなくなっていました。
　さらに上流には、高さ40メートルを越える滝があります。手

が
理
想
体
重
と
な
り
ま
す
。

　

一
日
の
理
想
摂
取
カ
ロ
リ
ー
は
、

4
9
・
５
×
（
25
〜
30
）
＝
１
２
３
７
・
５
〜

１
４
８
５
（
K
c
a
l
）

　

さ
ら
に
そ
の
方
に
高
血
圧
が
あ
れ
ば
塩
分
制

限
、
ま
た
脂
質
異
常
症
が
あ
れ
ば
脂
質
制
限
な

ど
を
加
え
ま
す
。
摂
取
カ
ロ
リ
ー
を
守
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
理
想
的
な
体
重
へ
と
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

第
二
に
食
事
の
質
が
大
切
で
す
。
必
要
な
栄

養
素
（
炭
水
化
物
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
ビ

タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
）
や
食
物
繊
維
を
過
不
足

な
く
食
べ
る
こ
と
で
す
。

　

糖
尿
病
だ
か
ら
と
い
っ
て
食
べ
て
は
い
け
な

い
食
材
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
穀
物
や
芋

な
ど
炭
水
化
物
を
多
く
含
ん
だ
食
材
、
魚
や
肉
、

大
豆
な
ど
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
ん
だ
食
材
、

そ
し
て
野
菜
（
炭
水
化
物
の
多
い
一
部
の
野
菜

は
除
く
）
や
海
草
、
き
の
こ
類
な
ど
の
食
材
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

果
物
や
乳
製
品
を
適
度
に
食
べ
る
こ
と
も
必
要

で
す
が
、
つ
い
つ
い
摂
取
オ
ー
バ
ー
に
な
り
が

ち
で
す
。
「
ト
マ
ト
な
ら
い
く
ら
食
べ
て
も
大

丈
夫
…
」
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
を
。

　

運
動
療
法
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
号
の
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
欄
で
お
話
し
ま

し
た
。
有
酸
素
運
動
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

運
動
量
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
計
算
方
法

が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
ま
せ
ん
。
「
し

ん
ど
い
な
ー
」
と
感
じ
る
、
あ
る
い
は
疲
れ
が

残
る
よ
う
な
ら
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

必
ず
し
も
毎
日
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

肝
心
な
こ
と
は
、
長
続
き
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

さ
あ
、
糖
尿
病
が
あ
る
方
も
、
な
い
方
も
、
明

日
か
ら
自
分
に
適
し
た
運
動
を
始
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

次
回
は
薬
物
療
法
へ
と
話
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

　

 

（
町
立
診
療
所
副
所
長　

中
田
宏
志
医
師
）

　

今
回
か
ら
糖
尿
病
自
体
の
治
療
に
つ
い
て
お

話
し
ま
し
ょ
う
。

　

糖
尿
病
が
あ
っ
て
も
、
健
康
な
人
と
同
様
に

活
動
的
な
日
常
生
活
や
充
実
し
た
人
生
を
送
り
、

寿
命
を
全
う
で
き
る
こ
と
が
糖
尿
病
治
療
の
目

標
で
す
。

　

治
療
に
は
、
食
事
療
法
、
運
動
療
法
、
薬
物

療
法
（
経
口
剤
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
）
の
3
つ

の
柱
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
食
事
療
法
と
運
動

療
法
が
そ
の
基
本
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
治

療
で
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
十
分
な
と
き
に
、

薬
物
療
法
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
で
は
、
内
服
治
療
を

確
実
に
行
う
こ
と
で
、
あ
る
程
度
血
圧
や
悪
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
－
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
）
を
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
し
か
し

糖
尿
病
は
、
食
事
療
法
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
い

か
な
る
薬
物
を
用
い
て
も
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

は
決
し
て
改
善
し
ま
せ
ん
。
薬
を
飲
ん
で
い
る

か
ら
大
丈
夫
、
と
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

さ
て
、
食
事
療
法
の
基
本
は
、
過
食
を
避
け
、

偏
食
を
せ
ず
に
規
則
正
し
い
食
事
習
慣
を
守
る

こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
糖
尿
病
の
方
の
み
な
ら
ず
、
健
康
な

方
も
守
る
べ
き
原
則
で
す
ね
。

　

で
は
具
体
的
に
お
話
し
ま
し
ょ
う
。
第
一
に
、

適
正
な
体
重
を
保
つ
よ
う
必
要
な
量
の
食
事
を

し
て
、
そ
れ
以
上
余
分
に
食
べ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
日
に
食
べ
る
食
事
の
適
切
な
量
（
一
日
の

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
）
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
性
別
、
年
齢
、
体
格
、
仕
事
量
等

に
よ
っ
て
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
変
わ
り
ま
す
。

　

一
般
に
は
そ
の
方
の
理
想
体
重
に
、
男
性
な

ら
「
30
〜
35
」
を
、
女
性
な
ら
「
25
〜
30
」
を

掛
け
て
算
出
し
ま
す
。

　

例
え
ば
身
長
１
５
０
㌢
㍍
の
女
性
な
ら
、

22
×
１
・
５
×
１
・
５
＝
4
9
・
５
（
㎏
）

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。

前の岩壁の陰になってしまうので登山道
から見えず、積雪期に山スキーで滑り降り
ても、夏にピウケナイ沢を上っても、良い方
角から相当間近に近づかないと分かりま
せん。
　旭岳をバックに素晴らしい眺めになりま
すが、幻の滝以上に人目に触れておらず、
私は「カゲの滝」と名づけました＝写真＝。
　関係機関に滝の位置を知らせたところ、今年5月、国土地理
院はインターネット地図に両方の滝を載せ、NHKも3日間かけ
て取材しテレビ番組を組んで放送しました。
　4月末の取材協力時には、雪原を歩き、まだ厚い雪と氷に覆
われていたカゲの滝を訪ねました。
　雪解けの遅い谷間では花もかなり遅咲きです。初めてこの
滝を見た昨年8月下旬、ほかの登山道では7月に見ることの多
い「ウサギギク」や「エゾツツジ」が真新しい花を咲かせていま
した。
　「ピウケナイ」とは、アイヌ語で｢襲う川｣という意味で、豪雨時
には大石をも転がす激流が両岸を削ります。
　当麻乗越から見る紅葉は、この切り立った岩壁がアクセント
となり、大雪山でも1、2を争うといわれます。まもなく訪れる今
秋は、どんな色づきを見せてくれるでしょうか。
　滝まで行くには、山スキーや沢の登降、位置確認の技術習得
など、一般的な夏山登山以外の準備を十分に整える必要があ
ります。　　　　文：旭岳ビジターセンター管理主任　菊地　基
　

生
活
習
慣
病
を
防
ご
う
⑧

大雪山の素顔

　
中
田
の「
健
康
に
ば
ん
ざ
い
」

Dr.
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カナダからの風にのせて
新連載

　

先
日
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
中

・
高
校
生
４
人
と
先
生
が
東

川
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
を
訪

れ
ま
し
た
。
た
っ
た
一
度
の

合
同
練
習
で
東
中
生
の
腕
前

を
見
抜
い
た
先
生
は
、
突
如

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
民
謡
の
楽
譜
を

取
り
出
し
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
も
一
緒
に
演
奏
し

よ
う
！
」
と
。
一
行
の
中
の

一
人
、
ヤ
ー
ニ
ス
君
が
先
生

の
指
示
を
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
語
か

ら
英
語
に
し
、
そ
れ
を
私
が

日
本
語
に
、
と
い
う
リ
レ
ー

通
訳
で
練
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
だ
ん
だ
ん
先
生

が
熱
く
な
り
、
早
口
で
ラ
ト

ヴ
ィ
ア
語
を
ま
く
し
た
て
ま

す
。
通
訳
が
追
い
つ
か
な
く

な
る…

。

　

し
か
し
、
東
中
生
は
な
ん

と
な
く
わ
か
る
の
か
、
ど
ん

ど
ん
演
奏
を
合
わ
せ
て
い
き

ま
す
。
「
う
わ
ぁ
、
音
楽
っ

て
万
国
共
通
、
通
じ
る
ん
だ
」

と
感
心
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
コ
ン
サ
ー
ト
本
番
で
見

事
な
演
奏
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

一
行
は
五
重
奏
も
披
露
す

る
予
定
で
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
そ
の
中
の
一
人
が
吹
く

予
定
だ
っ
た
エ
ス
チ
ュ
ー
バ

が
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
急
き

ょ
東
中
生
の
女
子
生
徒
が
ベ

ー
チ
ュ
ー
バ
で
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
大
男
４
人
に

囲
ま
れ
た
彼
女
は
、
何
が
な

ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
状
態
。

で
も
渡
さ
れ
た
楽
譜
を
見
て

懸
命
に
チ
ュ
ー
バ
を
吹
き
ま

す
。
先
生
の
指
示
は
白
熱
し
、

彼
女
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
、

４
人
に
音
を
合
わ
せ
ま
す
。

通
訳
を
し
な
が
ら
私
は
涙
が

出
そ
う
で
し
た
。
日
々
の
授

業
で
も
大
き
な
声
で
音
読
し

て
ク
ラ
ス
を
引
っ
張
っ
て
く

れ
る
彼
女
が
、
こ
こ
で
も
し

っ
か
り
頑
張
っ
て
い
る
の
が

た
ま
ら
な
く
う
れ
し
か
っ
た

の
で
す
。

　

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
生
徒
が

「
日
本
の
中
学
生
は
英
語
を

話
さ
な
い
の
か
」
と
聞
い
て

き
ま
し
た
。
音
楽
と
い
う
言

葉
が
通
じ
た
の
で
も
っ
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

た
く
な
っ
た
の
で
す
。
早
く

東
中
生
も
英
語
を
話
せ
る
よ

う
に
な
ら
な
い
と
、
と
強
く

思
っ
た
出
来
事
で
も
あ
り
ま

し
た
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第52回

万国共通の言葉―音楽と英語

Self introduction 
　Hello to everyone in Higashikawa!  My name is Lindsey 
McDonald, the new ALT in town.  Like Ashlee, I also am 
from Calgary, Alberta, Canada.  During my time as a 
university student, I had the opportunity to study abroad in 
Japan.  From August 2006 to June 2007 I lived in Osaka 
prefecture and studied at Kansai Gaikokugo Daigaku.  
　I come from a family with 5 members, my parents, myself 
and my two younger brothers (one of whom wants to 
become a stuntman!).  Although I love my family, friends 
and Canada very much, I knew that I wanted to return to 
Japan and am very pleased at the opportunity to be here.  
　My favourite colour is green and one of the activities I 
love best is karaoke (although I’m not a very good singer!).
　!e aspects of Japan and Japanese culture that I have 
been able to experience, I have enjoyed and I’m always 
ready to try new things.  I look forward to learning about 
Higashikawa and what it has to o"er as well as sharing what 
I love about Canada.  
　Nice to meet everyone!  I look forward to the coming 
year!

Self introduction 
　Hello to everyone in Higashikawa!  My name is Lindsey 
McDonald, the new ALT in town.  Like Ashlee, I also am 
from Calgary, Alberta, Canada.  During my time as a 
university student, I had the opportunity to study abroad in 
Japan.  From August 2006 to June 2007 I lived in Osaka 
prefecture and studied at Kansai Gaikokugo Daigaku.  
　I come from a family with 5 members, my parents, myself 
and my two younger brothers (one of whom wants to 
become a stuntman!).  Although I love my family, friends 
and Canada very much, I knew that I wanted to return to 
Japan and am very pleased at the opportunity to be here.  
　My favourite colour is green and one of the activities I 
love best is karaoke (although I’m not a very good singer!).
　!e aspects of Japan and Japanese culture that I have 
been able to experience, I have enjoyed and I’m always 
ready to try new things.  I look forward to learning about 
Higashikawa and what it has to o"er as well as sharing what 
I love about Canada.  
　Nice to meet everyone!  I look forward to the coming 
year!

自己紹介します
　東川のみなさん、こんにちは！　私はリンズィー

・マクドナルドと申します。新しい英語指導助手で

す。アシュリーと同様に私もカナダ、アルバータ州

カルガリー出身です。大学生のとき日本に留学する

機会があり、2006年8月から2007年6月にかけて大阪

に住み、関西外国語大学に通いました。

　両親と私、弟2人の5人家族です（弟の1人はなん

とスタントマンになるのが夢です）。家族や友人そ

してカナダが大好きですが、日本に戻ってきたかっ

たので、ここに来られてとてもうれしいです。

　好きな色は緑色で、カラオケが大好きです（上手

ではないですけれど）。

　今までに経験した日本と日本文化はおもしろかっ

たですし、いつでもまた新しいことに挑戦する気で

います。この町をよく知っていろいろなことを体験

し、またカナダのことも皆さんと共有できるのを楽

しみにしています。

　お会いできてうれしいです。楽しみな1年になり

そうです。　　　　　　　　　　　　　　　　　（訳：宮地晶子）

カナダからの風にのせて
英語指導助手／リンズィー・マクドナルド

新連載
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○　

三　

つ

ひ

　

等
と
な
っ
て
、
つ
ま
り
、
「
拒
否
の

尺
度
と
内
容
が
変
動
し
、
諾
否
が
逆
転

す
る
こ
と
」
も
あ
る
か
ら
「
お
そ
ろ
し

い
」
の
だ
。

　

逃
避
…
人
目
を
避
け
て
逃
げ
た
り
、

逃
れ
避
け
た
り
、
正
に
回
避
の
比
較
語

で
あ
っ
て
対
決
の
対
語
で
あ
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
原
因
に
よ
る
い
ろ
い
ろ

な
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
に
は
、
ず
ば

り
、

ⓐ
現
実
か
ら

ⓑ
社
会
か
ら

ⓒ
自
分
か
ら

　

逃
避
す
る
こ
と
が
現
象
化
し
て
い
る

と
か
。

　

か
つ
て
は
と
も
す
れ
ば
敬
遠
さ
れ
た

老
健
施
設
も
今
は
入
所
順
番
待
ち
で
あ

り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
別
れ
話
が
公

認
（
？
）
さ
れ
、
ま
た
サ
ラ
金
や
自
己

破
産
な
ど
が
ニ
ュ
ー
ス
と
な
る
現
在
は

敢
え
て
逃
避
し
な
く
て
も
、
つ
ま
り
、

逃
避
す
る
こ
と
が
「
お
そ
ろ
し
い
」
の

だ
。

　

さ
て
、
暮
ら
し
の
中
の
麻
痺
・
拒
否

・
逃
避
の
○
三
つ
に
吹
く
か
も
し
れ
な

い
「
町
の
風
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　　　
（
前
）中
央
分
館
長

　
　
　

尾　

池　

隆　

男

　

気
に
な
り
だ
し
た
ら
切
り
が
な
い

「
言
葉
」
が
目
に
留
ま
る
の
も
加
齢
の

故
か
。
そ
し
て
耳
に
留
ま
る
「
言
い
草
」

が
更
に
暮
ら
し
の
中
に
こ
び
り
つ
く
此

の
頃
で
は
あ
る
。

　

麻
痺
…
感
覚
が
無
く
な
っ
た
り
、
活

動
が
鈍
く
な
っ
た
り
、
障
害
で
運
動
が

出
来
な
く
な
っ
た
り
す
る
状
態
を
麻
痺

と
い
う
そ
う
で
あ
る
が
、
高
橋
豊
さ
ん

（
道
新
・
朝
の
食
卓
）
は
、

①
携
帯
電
話
が
普
及
し
始
め
た
こ
ろ
、

　

ギ
ョ
ッ
と
し
た
場
違
い
の
声
に
も
今

　

は
慣
れ
て
し
ま
っ
た

②
通
勤
電
車
内
で
の
化
粧
も
見
慣
れ
て

　

し
ま
っ
て
、
「
指
先
の
器
用
な
日
本

　

人
」
は
健
在
と
納
得
す
る

③
前
の
車
の
窓
か
ら
火
の
つ
い
た
タ
バ

　

コ
が
捨
て
ら
れ
て
理
解
し
が
た
か
っ

　

た
④
そ
の
後
、
信
号
待
ち
で
の
お
化
粧
や

　

ヒ
ゲ
剃
り
さ
え
も
見
慣
れ
た
風
景
と

　

な
っ
た

⑤
今
朝
、
運
転
し
な
が
ら
歯
磨
き
を
す

　

る
男
性
を
見
て
「
目
が
点
」
に
な
っ

　

た
…
ト
ホ
ッ
…
。
（
要
約
） ○　

三　

つ

町の風

雑
記
抄

い
う
こ
と
が
見
聞
さ
れ
て
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
横
行
闊
歩
の
乱
用
は
「
国
の

内
外
を
問
わ
ず
」
の
限
界
状
況
に
あ
る

と
も
い
わ
れ
る
。

　

暮
ら
し
の
中
で
は
、
「
気
ま
ま
・
我

が
ま
ま
・
そ
の
ま
ん
ま
」
の
利
己
や
我

欲
な
ど
が
義
務
や
責
任
な
ど
を
抑
え
込

ん
で
、
正
に
「
権
利
の
み
を
主
張
し
て

義
務
を
履
行
し
な
い
人
間
社
会
」
が
現

実
化
し
て
い
る
と
も
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
「
事
と
次

第
に
よ
っ
て
は
、
ま
た
、

過
ぎ
て
は
」
と
な
っ
て

一
概
に
は
き
め
ら
れ

な
い
事
の
多
い
昨

今
で
あ
る
か
ら
、

い
わ
ば
「
矛
盾

の
多
い
世
の
中
」

な
の
で
あ
る
。

　

拒
否
も
事
と
次

第
に
よ
っ
て
は
利
害

損
得
の
い
か
ん
を
問
わ

ず
に
、
「
承
諾
せ
ざ
る
を
得

な
い
」
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
が
矛
盾

と
い
う
事
実
で
あ
り
、

○
今
ま
で
は
良
か
っ
た
の
に
、
ど
う
し

　

て
駄
目
な
の
か

○
な
ぜ
、
良
い
こ
と
に
な
っ
た
の
か

○
安
心
・
安
全
・
安
定
が
不
明
な
の
で

　

賛
否
を
決
め
る
の
は
変
で
は
な
い
の

　

か

　
と
、
こ
れ
は
正
に
日
常
の
体
験
談
で
あ

る
。

　

「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
と
は
、
実
際

に
行
う
、
実
習
を
重
ん
ず
る
こ
と
を
い

う
が
、
あ
る
特
異
な
言
動
を
堂
々

と
行
な
う
こ
と
と
は
意
味

が
違
い
、
慣
れ
で
は
な

く
て
麻
痺
し
て
い
る

し
、
他
人
の
行
動

に
見
慣
れ
て
、
自

分
の
見
方
が
麻

痺
す
る
。
そ
し

て
驚
き
や
変
だ
と

思
え
な
く
な
る
。

つ
ま
り
「
そ
れ
が
当

た
り
前
」
と
な
り
、
異

常
で
は
な
く
な
る
の
だ
か
ら
、

麻
痺
は
「
お
そ
ろ
し
い
」
の
だ
。

　

拒
否
…
拒
み
、
断
わ
り
、
防
ぐ
こ
と

が
拒
否
で
あ
り
、
拒
守
、
拒
絶
な
ど
の

言
動
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
本
来
は
不

当
・
不
正
・
不
仁
な
ど
に
対
す
る
権
利

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
「
拒
否
権
」

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
「
拒
否
権
の
乱
用
」
と

Self introduction 
　Hello to everyone in Higashikawa!  My name is Lindsey 
McDonald, the new ALT in town.  Like Ashlee, I also am 
from Calgary, Alberta, Canada.  During my time as a 
university student, I had the opportunity to study abroad in 
Japan.  From August 2006 to June 2007 I lived in Osaka 
prefecture and studied at Kansai Gaikokugo Daigaku.  
　I come from a family with 5 members, my parents, myself 
and my two younger brothers (one of whom wants to 
become a stuntman!).  Although I love my family, friends 
and Canada very much, I knew that I wanted to return to 
Japan and am very pleased at the opportunity to be here.  
　My favourite colour is green and one of the activities I 
love best is karaoke (although I’m not a very good singer!).
　!e aspects of Japan and Japanese culture that I have 
been able to experience, I have enjoyed and I’m always 
ready to try new things.  I look forward to learning about 
Higashikawa and what it has to o"er as well as sharing what 
I love about Canada.  
　Nice to meet everyone!  I look forward to the coming 
year!
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（町民還元券）

（町民還元券）
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天人峡・旭岳温泉へ紅葉狩りに行こう！

まっ盛りの紅葉シーズン来る！
温泉に入って一日
“の～んびり”
しませんか？

温泉無料入浴券を利用できる施設
入浴できるのは（ ）内の時間です。
【注意】土、日、最盛期はご遠慮ください。

＜天人峡温泉＞
●天人峡グランドホテル
●天人峡パークホテル
●御やど　しきしま荘

＜旭岳温泉＞
●ホテルベアモンテ
●ラビスタ大雪山
●湧駒荘
●グランドホテル大雪
●ロッジ・ヌタプカウシペ
●白樺荘

（12:00～20:00）・・・・・・
（11:30～20:00）・・・・・・
（11:00～19:00）・・・・・・

　
（12:00～16:00 受け付け終了）
（12:00～16:00）・・・・・・
（10:00～19:00）・・・・・・
（11:30～18:00）・・・・・・
（12:00～16:00）・・・・・・
（13:00～20:00）・・・・・・

☎97－2311
☎97－2121
☎97－2141

　
☎97－2321
☎97－2323
☎97－2101
☎97－2211
☎97－2150
☎97－2246

「いで湯」号バス乗車割引券（町民還元券）
平成21年3月31日まで
〔ご利用上のご注意〕

「いで湯」号バス乗車割引券（町民還元券）
平成21年3月31日まで
〔ご利用上のご注意〕
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〔ご利用上のご注意〕

「いで湯」号バス乗車割引券（町民還元券）
平成21年3月31日まで

東川町インフォメーションセンター道草館・東川町観光協会
☎68－4777・82－3761

東川町インフォメーションセンター道草館・東川町観光協会
☎68－4777・82－3761
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☎68－4777・82－3761

東川町インフォメーションセンター道草館・東川町観光協会
☎68－4777・82－3761

〔ご利用上のご注意〕

温泉日帰り無料ご入浴券
平成21年3月31日まで

東川町観光協会 ☎82－3761

〔ご利用に当たって〕
●本券1枚でお一人様１回限り有効です。
●ご来館の際に、本券をフロントにご提出ください。
●日帰り入浴できる時間は、各施設によって異なります。
　ご確認ください。
●状況によって入浴ご利用できない場合がございます。事
　前にご確認されることをお勧めします。
●入浴時にはタオルなどをご持参ください。

温泉日帰り無料ご入浴券
平成21年3月31日まで

東川町観光協会 ☎82－3761

〔ご利用に当たって〕
●本券1枚でお一人様１回限り有効です。
●ご来館の際に、本券をフロントにご提出ください。
●日帰り入浴できる時間は、各施設によって異なります。
　ご確認ください。
●状況によって入浴ご利用できない場合がございます。事
　前にご確認されることをお勧めします。
●入浴時にはタオルなどをご持参ください。

東川町インフォメーションセンター道草館・東川町観光協会
☎68－4777　または82－3761

初登場!!  直行バス「いで湯」号割り引きと温泉無料入浴券がセットになって町民還元

お問い合わせは

実施期間：平成20年9月1日～同21年3月31日

名湯
に

町民
もれ
なく

ご招
待

いで
湯号で“ホッ”とひととき家族サービスいで
湯号で“ホッ”とひととき家族サービスいで
湯号で“ホッ”とひととき家族サービス

●運賃・片道200円（本券1枚で「いで湯号」ご利用1回券）
●本券は料金と一緒にお渡しください。

●道の駅・ひがしかわ道草館前停留所から両温泉までの町
　内乗車区間でご乗車いただけます。（「旭川市内～道草
　館」間はご利用いただけません）

●運賃・片道200円（本券1枚で「いで湯号」ご利用1回券）
●本券は料金と一緒にお渡しください。

●道の駅・ひがしかわ道草館前停留所から両温泉までの町
　内乗車区間でご乗車いただけます。（「旭川市内～道草
　館」間はご利用いただけません）

●運賃・片道200円（本券1枚で「いで湯号」ご利用1回券）
●本券は料金と一緒にお渡しください。

●道の駅・ひがしかわ道草館前停留所から両温泉までの町
　内乗車区間でご乗車いただけます。（「旭川市内～道草
　館」間はご利用いただけません）

●運賃・片道200円（本券1枚で「いで湯号」ご利用1回券）
●本券は料金と一緒にお渡しください。

●道の駅・ひがしかわ道草館前停留所から両温泉までの町
　内乗車区間でご乗車いただけます。（「旭川市内～道草
　館」間はご利用いただけません）



く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■東川町役場　　　　
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■大雪消防組合東消防署
■道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

くらし
・

ネットワーク

｝
｝
｝

　
　

　

　

歳
87歳
70歳
85歳
95歳

　
父

貴慎

祐一郎

9月の行事

人のうごき
（7月16日～8月15日、敬称略）

　
　

　

（前月比＋
（前月比▲
（前月比＋
（前月比＋

　
　

7,792人
3,710人
4,082人
3,178戸
3人
8人
22人
14人

　
　

3人）
3人）
6人）
3戸）

お 誕 生
生まれた子

藤井　沙帆

今　　優綸

おくやみ
亡き人
城丸　彌助
　原　時子
山本　正男
水野　千代の

ご 結 婚
水野　博文
上田　慈子
原田　亮
相原　三奈
平田　剛
臼杵　伊織

人口・世帯数　7月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

＜キリトリ線＞

＜

キ
リ
ト
リ
線＞

＜

キ
リ
ト
リ
線＞

＜

キ
リ
ト
リ
線＞

＜

キ
リ
ト
リ
線＞

＜キリトリ線＞

＜キリトリ線＞

＜キリトリ線＞

＜キリトリ線＞

＜キリトリ線＞

　
行政区

西町3丁目

南町2丁目

行政区
8区
西区
23区
18区

北町2丁目

北町3丁目

11区

　
母

万基子

亜紀

　
　

　

　

届出人
城丸　康行
中内　和志
山本　　里子
水野　新

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
住
民
室

　

（
年
金
担
当
）
☎
82
|
2
1
1
1　

　

（
内
線
1
2
3
）

食
事
で
健
康
「
栄
養
教
室
」

　

生
活
習
慣
病
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不

足
な
ど
が
大
き
な
原
因
。
「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

身
近
な
食
材
料
を
使
っ
て
調
理
実
習
を

し
ま
す
。
毎
日
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
見

直
し
、
健
康
な
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
・
味

付
け
な
ど
を
覚
え
て
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の

幅
を
広
げ
ま
し
ょ
う
（
希
望
す
る
方
は

食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

対
象　

町
民
な
ら
ど
な
た
で
も

日
時　

９
月
９
日
（
火
曜
日
）
午
前
10

　

時
〜
午
後
１
時
ご
ろ
ま
で

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
住
民
福
祉
課
住
民
室
へ
、
第
３
号
へ

の
加
入
手
続
き
は
配
偶
者
（
夫
な
ど
）

の
勤
務
先
で
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

国
民
年
金
第
１
号
へ
の
加
入
手
続
き

は
し
た
が
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
場
合
、
学
生
は
「
学
生
証
ま
た
は

在
学
証
明
」
を
持
参
し
「
学
生
納
付
特

例
」
を
、
失
業
さ
れ
た
方
は
「
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
離
職
票
」
を

持
参
し
「
免
除
申
請
」
の
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
「
厚
生

年
金
、
共
済
年
金
、
国
民
年
金
」
の
加

入
期
間
の
合
算
が
原
則
25
年
（
3
0
0

ヵ
月
）
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。
再
就

職
ま
で
の
期
間
が
短
い
場
合
で
も
必
ず

国
民
年
金
第
１
号
へ
の
加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
老
後
の
た
め
に
も
国
民
年
金

へ
の
加
入
手
続
き
は
こ
ま
め
に
行
い
ま

いで
湯号で“ホッ”とひととき家族サービスいで
湯号で“ホッ”とひととき家族サービス

 

住
民
福
祉
課
か
ら

国
民
年
金
加
入
手
続
き
は
忘
れ
ず
に

ご
自
身
で

 

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

を
除
い
た
す
べ
て
の
方
が
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
20
歳
に
な
っ
た
と
き
」
、
「
会
社

を
退
職
し
た
と
き
」
な
ど
は
、
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
加
入
手
続
き

を
、
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
が
い
る
場

合
は
、
国
民
年
金
第
３
号
か
ら
第
１
号

へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
配
偶
者
（
妻
な
ど
）
の
方
が

退
職
に
よ
り
厚
生
年
金
等
を
脱
退
し
た

場
合
も
国
民
年
金
第
１
号
へ
、
ま
た
は

配
偶
者
（
夫
な
ど
）
の
厚
生
年
金
等
の

被
扶
養
者
（
国
民
年
金
第
３
号
）
へ
の

加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

国
民
年
金
第
１
号
へ
の
加
入
手
続
き

内
容　

講
話
「
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク　

パ

　

ー
ト
５
」
、
調
理
実
習
・
試
食
（
希

　

望
者
に
は
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
食
材
料
費
の
一
部
と
し
て
１

　

０
０
円
自
己
負
担
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

住
民
福

　

祉
課
栄
養
士
ま
で
☎
82
|
２
１
１
１

　

（
内
線
５
０
４
）

特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

し
ま
す

　

夫
婦
や
親
子
の
間
の
家
庭
問
題
、
金

銭
貸
借
、
学
校
で
の
い
じ
め
や
体
罰
、

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
18
日
（
木
）
午
後
１
時
半

　

〜
同
４
時

場
所　

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
相
談
室　

　

（
社
会
福
祉
協
議
会
建
物
内
）

担
当　

町
内
人
権
擁
護
委
員
（
寺
沢
孝

　

之
、
山
口
佐
知
子
、
水
野
忠
昭
の
各

　

委
員
）
、
旭
川
地
方
法
務
局
職
員

お
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
室
（
内
線

　

５
０
１
）

 

都
市
建
設
課
か
ら

 

お
問
い
合
わ
せ
は
公
共
施
設
管
理
室

☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線
２
３
７
）

町
営
バ
ス
の
運
休
便
を
再
開
し
ま
す

　

６
月
１
日
か
ら
運
休
し
て
い
た
町
営

バ
ス
「
北
忠
別
線
」
6
便
（
道
草
館
前

午
後
７
時
８
分
出
発
便
）
は
、
10
月
１

日
か
ら
運
行
を
再
開
し
ま
す
。

第45回くらし楽しくフェスティバル（午前9時半、
キトウシ森林公園）

抜穂祭（午後1時、東２号三田さんほ場）
新米キャンペーン（午前10時、キトウシ森林公園）
第３回町議会定例会（18日まで、議場）

６、７日
　

8日
15日
17日

 ふじい　　さ　ほ

こん　　　ゆうりん
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

れ
、
延
滞
金
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
、

滞
納
が
続
く
と
財
産
を
調
査
し
、
差
し

押
さ
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。　
　

　

特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、
町
税
を
納

期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
必
ず
納
付
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。
納
税
猶
予
、
分
割
納
付
や
、
事

情
に
よ
っ
て
は
減
免
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

▼
延
滞
金
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

延
滞
金
は
、
税（
料
）金
が
納
期
限
後

に
納
付
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数

に
応
じ
て
、
一
定
割
合
で
徴
収
さ
れ
ま

す
。
納
期
限
内
に
納
付
し
た
方
と
の
実

質
的
な
負
担
の
公
平
と
、
納
期
内
納
付

の
促
進
を
図
る
た
め
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
を
済
ま
さ
れ
る

か
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
町
税
を
納

期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
必
ず
納
付
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

○
延
滞
金
の
算
定
方
法

　

本
来
納
め
る
べ
き
額
に
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応

じ
て
年
14
・
６
％
（
た
だ
し
納
期
限
の

翌
日
か
ら
１
カ
月
を
過
ぎ
る
日
ま
で
は

「
年
７
・
３
％
」
と
「
前
年
の
11
月
30

日
に
お
け
る
日
本
銀
行
法
に
規
定
す
る

商
業
手
形
の
割
引
率
に
４
％
を
加
え
た

割
合
」
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
割
合
を

使
用
し
ま
す
。
平
成
20
年
は
４
・
７
％
）

を
乗
じ
た
額
と
な
り
１
０
０
円
未
満
の

町
営
バ
ス
臨
時
便
の
運
行

　

９
月
７
（
日
）
、
第
45
回
く
ら
し
楽

し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
合
わ

せ
て
、
ま
つ
り
会
場
の
キ
ト
ウ
シ
森
林

公
園
と
中
心
市
街
地
を
結
ん
で
町
営
バ

ス
の
臨
時
直
行
便
を
運
行
し
ま
す
。
料

金
は
大
人
１
５
０
円
、
子
供
70
円
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

運
行
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

９
月
30
日
は
町
税
の
第
２
期
の
納
期
限
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

税
務
課

　

町
税
（
町
道
民
税
、
固
定
資
産
税
）

は
、
町
民
皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適
な
暮

ら
し
を
す
る
た
め
の
根
幹
と
な
る
大
切

な
自
主
財
源
で
す
。
税
金
の
公
平
な
負

担
と
貴
重
な
自
主
財
源
の
確
保
の
た
め
、

納
期
限
内
の
納
付
を
お
忘
れ
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
本
年
度
の

第
２
期
分
の
納
期
限
は
９
月
30
日
（
火
）

で
す
。

　

口
座
振
り
替
え
を
利
用
し
て
い
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
の
残
高
を
確
認
い
た
だ
き
、
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

納
付
が
遅
れ
る
と
督
促
状
が
送
付
さ

○後期高齢者健診のお知らせ（住民福祉課保健指導室）

会 　 場

対 象 者

実 施 日

定 　 員

検 査 内 容

料 　 金

申し 込 み

締 め 切 り

○エキノコックス症検診のお知らせ

会 　 場

対象行政区

日 時

対 象 者

内 容

そ の 他

い
。
昼
食
も
用
意
し
ま
す
。

対
象　

３
〜
５
歳
の
お
子
さ
ん
と
お
母

　

さ
ん

日
時　

９
月
５
日
（
金
）
午
前
９
時
半

　

〜
正
午

内
容　

見
学
会
（
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
見

　

学
し
ま
す
）

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

参
加
人
数　

10
組
程
度
（
事
前
予
約
が

　

必
要
） 

給
食
代　

親
子
１
食
分
１
８
０
円
（
当

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

 

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い

ず
れ
も
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

へ
。
☎
82
|
５
１
０
０

セ
ン
タ
ー
見
学
会
「
一
緒
に
考
え
よ

う
」

 

セ
ン
タ
ー
内
で
３
歳
以
上
の
子
ど
も

の
様
子
を
見
学
す
る
予
定
で
す
。
来
年

度
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
入
園
さ
れ
る
ご
予

定
の
方
は
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

端
数
を
切
り
捨
て
千
円
か
ら
徴
収
い
た

し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
収
納
室
☎
82
|
２

１
１
１
（
内
線
１
２
１
、
１
２
２
）

　

日
徴
収
し
ま
す
）

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」

 

零
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室
で

す
。
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
を
お
探
し

の
み
な
さ
ん
、
親
子
で
楽
し
く
遊
び
な

が
ら
お
友
達
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
お

兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
参

加
で
き
ま
す
。

対
象　

零
歳
児
の
お
子
さ
ん
、
お
母
さ

　

ん
日
時　

９
月
12
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

お
も
ち
ゃ
つ
く
り
。
福
田
洋
子
さ
ん

　

を
囲
ん
で
、
絵
本
の
交
流
会
も
予
定
。

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

参
加
人
数　

15
組
程
度
（
事
前
予
約
が

　

必
要
） 

滞納金発生の目安

10,000円
20,000円
30,000円
40,000円
50,000円

100,000円

おおむね

　  〃
　  〃
　  〃
　  〃
　  〃

271日
146日
104日
84日
71日
46日

滞納額
延滞金発生
までの日数

道草館
発

キトウシ森林公園
臨時バス停発
（折り返し便）

9:00

11:00

13:00

15:30

9:07

11:07

13:07

15:37

この検診は、５年に１度受診の対象になります。必ず受診
しましょう。本年度から受診券は配布していませんので、
希望される方は、直接保健福祉センターにお越しくださ
い。

尿検査、血液検査、身体測定、問診、医師診察、血圧測
定、心電図検査
※糖尿病、高血圧、脂質異常などの生活習慣病で通　
院中の方は、受ける必要ありません

検査方法は、採血による血清反応検査です。検査の結
果は約１カ月後に判明しますので、受診者に精密検査
必要の有無についてお知らせします。

対象行政区に住む小学校3年生以上の方及び、対象行政
区以外の行政区で５年以上１度も検査を受けていない町民

75歳以上の町民（ただし65歳以上で後期高齢者医療
保険の加入者も含む）

住民福祉課　保健指導室までお申し込みください
電話受け付けは☎82－2111（内線505）

9月25日（木）午後3時～同5時
9月26日（金）午後5時～同7時

10月6日（月）～17日（金）の間
（日程は折り込みチラシでご確認ください）

町立診療所

1日6人

760円

9月19日（金）

保健福祉センター

北町２丁目、北町３丁目、21区、22区、27区、28区、29区

○大雪地区広域連合から
　国民健康保険加入者を対象に、町立診療所で特定健診を実施します。

対 象 者

実 施 日

定 員

申し 込 み

健 診 料 金

受診希望日の一週間前まで
受診ご希望の方は住民福祉課保健指導室までお申し
込みください（事前に申し込みがないと受診できません）

特定健診受診券をお持ちの３０歳から７４歳までの町民
で、国民健康保険加入者

毎週水、木曜日

1日2～5名

760円

東川町に光がやってくる!!　8月21日から受け付け開始！東川町に光がやってくる!!　8月21日から受け付け開始！東川町に光がやってくる!!　8月21日から受け付け開始！東川町に光がやってくる!!　8月21日から受け付け開始！
　昨年、実施しておりましたＢフレッツ誘致活動では910件の仮申し込みを獲得し要望を行った結果、本年11月17日から東川町の一部の地域で順次
サービスが開始されることとなりました。
　しかしながら、サービス提供エリアも一部の地域となっており、エリア拡大が重要な課題となっております。
　また、ＮＴＴから当初提示のあった本契約700件で町内全域（天人峡、旭岳地区を除く）のサービス提供条件が、本契約数で1,300件必要という条
件変更の申し入れがありました。町、誘致の会ともこの条件は納得できる条件ではなく、今後、第一期本契約件数の目標を550件に設定し、当初の
約束通りの本契約700件での町内全域サービス開始となるように、今後とも交渉に当たりたいと思っておりますので皆様のご協力をお願い致します。

東川振興公社からのお申し込みで、最大15,000円のキャッシュバック!!
東川町及び誘致の会が指定する東川振興公社からのお申し込みでキャッシュバックが受けられます！
ハイパーファミリーのみ＝12,000円キャッシュバック
ハイパーファミリー＋光でんわ＝15,000キャッシュバック
※マンションタイプはそれぞれ2,000円減額

 本申し込みの方法

■仮申し込みされた方
昨年の誘致活動の際に仮申し込みされた方が対象です。
仮申し込みされた方は、東川町及び誘致の会が指定する東川振興公社の取り扱いとさせていただいております。
①９月１日以降順次「ＮＴＴ東日本北海道代理店受け付けセンター」（またはパートナー受け付けセンター）から申し込みに関
する確認の連絡があります。
※お電話の際には必ず「東川振興公社からの申し込み」である事をオペレーターよりお客様にお伝えします。
②電話にて申し込み内容、各種料金を確認して申し込むと手続き完了です。

■仮申し込みされていない方
昨年の誘致活動の際に仮申し込みされていない方が対象です。
▼電話でのお申し込み
東川振興公社にお電話（☎82－2632）でお申し込みください。（平日９時～17時）
▼窓口でのお申し込み
東川振興公社、道の駅「道草館」窓口で専用用紙に必要事項を記載しお申し込みください。
 注意　東川振興公社以外からのお申し込みではキャッシュバックは受けられません。他の代理店からの電話勧誘との取り違いに
　　　 ご注意ください。
　　　 ※光ファイバー引き込み工事の基本工事費は、現在キャンペーン期間中につき、無料となっていますが、建物の構造上別
　　　 途工事費が発生する場合もありますので、詳細はお問い合わせください。
 お問い合わせ
　サービス内容及びご利用料金、工事費等のご不明な点がございましたら、ＮＴＴブロードバンド担当へお問い合わせください。
　☎0800－800－5586（通話料無料）
　■誘致に関するお問い合わせ：東川町企画総務課（誘致の会事務局）　担当：矢ノ目、平田　☎82－2111（内線227）
　■申し込みに関するお問い合わせ：東川振興公社　☎82－2632

21 20Higashikawa  2008 September Higashikawa  2008 September



く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

防
衛
大
学
校
生
の
募
集
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
総
務
課

▼
防
衛
大
学
校
学
生

資
格　

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
18
歳

　

以
上
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

９
月
８
日
〜
同
月
30
日

試
験
期
日　

第
１
次
試
験
11
月
15
、
16

　

日
、
第
２
次
試
験
12
月
16
〜
20
日
ま

　

で
の
間
で
指
定
す
る
日

試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、
英
語
、
理

　

科
（
物
理
・
化
学
）
、
選
択
科
目　

　

（
数
学
・
公
民
・
地
理
歴
史
）

▼
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

受
験
資
格　

平
成
21
年
4
月
1
日
現
在

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

９
月
８
日
〜
同
月
30
日

試
験
期
日　

第
１
次
試
験
11
月
１
、
２

　

日
、
第
２
次
試
験
12
月
３
〜
５
日
ま

　

で
の
間
で
指
定
す
る
日

試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、
英
語
、
選

　

択
科
目
（
物
理
・
化
学
・
生
物
）

お
問
い
合
わ
せ　

総
務
室
☎
82
|
２
１

　

１
１
（
内
線
２
２
２
）
、
ま
た
は
自

　

衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊

　

☎
22
|
０
６
４
８
、
募
集
相
談
員
の

　

小
野
さ
ん
（
☎
82
|
３
７
３
７
）
ま

　

で
。

町
議
会
第
３
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
事
務
局

　

平
成
20
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月

17
日
（
水
）
午
前
９
時
半
か
ら
２
日
間

の
日
程
で
開
会
予
定
で
す
。

　

一
般
質
問
を
は
じ
め
、
一
般
会
計
等

親
子
バ
ス
遠
足
の
お
誘
い

 
リ
ュ
ッ
ク
に
お
弁
当
と
お
や
つ
を
い

っ
ぱ
い
詰
め
て
出
か
け
ま
せ
ん
か
。
木

の
お
も
ち
ゃ
や
大
型
遊
具
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
９
月
１
日
か
ら
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　

家
庭
に
い
る
親
子

日
時　

９
月
19
日
（
金
）
午
前
９
時
45

　

分
〜
午
後
1
時
15
分

場
所　

カ
ム
イ
の
杜
（
も
り
）
「
わ
く

　

わ
く
エ
ッ
グ
」    

持
ち
物　

着
替
え
、
帽
子
、
お
弁
当
、

　

敷
き
物
、
飲
み
物

定
員　

20
組
程
度
（
予
約
制
先
着
順
）

    「
家
族
運
動
会
」
を
開
き
ま
す

   

親
子
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？    

お

兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
参

加
で
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
家
族
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

対
象　

家
庭
に
い
る
親
子

日
時　

９
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

内
容　

親
子
運
動
会
（
簡
単
に
で
き
る

　

親
子
運
動
あ
そ
び
） 

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム    

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
上
靴　

　

（
参
加
す
る
お
子
さ
ん
、
保
護
者
の

　

方
と
も
に
）

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

町
立
診
療
所
の
待
ち
合
い
ロ
ビ
ー
に

備
え
付
け
ま
し
た
。
北
京
五
輪
開
会
式

に
合
わ
せ
て
こ
の
日
さ
っ
そ
く
設
置
し
、

ス
イ
ッ
チ
が
入
り
ま
し
た
。
診
察
待
ち

の
間
な
ど
、
く
っ
き
り
と
き
れ
い
な
映

像
の
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
、
Ｂ
Ｓ
衛
星
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
大
型
画
面
の
迫
力
で
視
聴
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
診
療
所
に
は
こ
れ
ま
で
、
24
イ
ン

チ
サ
イ
ズ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
用
テ
レ
ビ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
宮
崎
さ
ん

は
診
療
所
に
旧
型
テ
レ
ビ
し
か
設
備
し

て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、
今
年
７
月
で

開
店
50
年
を
迎
え
た
記
念
と
し
て
贈
り

ま
し
た
。

小
学
校
１
年
生
に
１
人
１
冊
の
「
マ

イ
ブ
ッ
ク
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

大
雪
山
系
旭
岳
（
標
高
２
千
２
９
１
メ

ー
ト
ル
）
を
登
山
し
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
こ
の
日
２
０
０
回
目
の
記

念
登
は
ん
を
し
て
い
た
と
い
う
自
然
保

護
監
視
員
の
東
倉
沼
、
広
瀬
常
夫
さ
ん

（
71
）
と
遭
遇
、
そ
の
登
山
回
数
を
聞

い
て
感
動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

広
瀬
さ
ん
は
16
歳
の
と
き
か
ら
旭
岳
で

山
岳
ガ
イ
ド
を
続
け
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

東
川
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
が
3
位
入
賞

　

8
月
１
日
士
別
市
天
塩
川
サ
ッ
カ
ー

場
で
開
か
れ
た
第
19
回
サ
フ
ォ
ー
ク
ラ

ン
ド
士
別
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

で
、
東
川
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
が
３
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

町
内
の
小
学
校
１
年
生
全
員
に
１
人

１
冊
ず
つ
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
マ

イ
ブ
ッ
ク
･
マ
イ
ト
ー
ク
」
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
７
月
22
日
か
ら
24
日
の
3
日
間
、

町
内
４
小
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。

　

町
の
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
今
年

か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
小

学
校
１
年
生
に
な
っ
た
児
童
に
、
１
人

１
冊
の
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
で

す
。

 

一
番
人
気
は
、
交
通
標
識
や
地
図
の

記
号
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
記
号
を
き
れ

い
な
絵
の
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
し
て
い
る

「
マ
ー
ク
の
ず
か
ん
」
（
変
形
Ｂ
５
版

49
㌻
、
鈴
木
出
版
刊
）
。
ほ
か
に
「
ま

す
だ
く
ん
の
１
ね
ん
せ
い
日
記
」
（
同
、

ポ
プ
ラ
社
）
な
ど
19
種
30
冊
を
用
意
し
、

70
人
の
子
供
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
お
気
に

入
り
の
１
冊
を
選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

第
三
小
で
は
７
月
23
日
、
４
人
の
児

童
に
好
き
な
絵
本
1
冊
ず
つ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
も
ら
っ
た
絵
本
を
手

に
、
み
ん
な
う
れ
し
そ
う
で
す
。

　

町
内
で
誕
生
の
生
後
６
カ
月
の
乳
児

全
員
に
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
も
今
年
４
年
目

を
迎
え
て
い
ま
す
。

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
駐
日
大
使
が
旭
岳
に
登

山
　

姉
妹
提
携
調
印
行
事
の
た
め
７
月
16

日
か
ら
東
川
町
に
来
町
し
て
い
た
ペ
ー

テ
リ
ス
・
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
ス
駐
日
ラ
ト

ヴ
ィ
ア
特
命
全
権
大
使
は
同
月
20
日
、

　

31
チ
ー
ム
が
出
場
。
８
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
D
ブ
ロ
ッ
ク
（
４
チ
ー
ム
）

に
は
、
招
待
チ
ー
ム
と
し
て
招
か
れ
た

「
三
好
フ
レ
ン
ド
エ
イ
ト
」
（
愛
知
県

三
好
町
）
に
１
|
０
で
勝
利
し
ま
し
た

が
、
準
決
勝
で
旭
川
コ
ス
モ
ス
Ｊ
Ｆ
Ｃ

に
Ｐ
Ｋ
戦
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

遺
言
、
任
意
後
見
な
ど
大
切
な
契
約

は
公
正
証
書
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
川
公
証
人
役
場

　

公
正
証
書
は
法
律
の
専
門
家
、
公
証

人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
す
。
遺
言
、

任
意
後
見
、
尊
厳
死
、
離
婚
給
付
、
金

銭
貸
借
、
土
地
･
建
物
賃
貸
借
な
ど
、

大
切
な
契
約
を
公
正
証
書
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
、

あ
な
た
の
生
活
と
財
産
を
守
り
ま
す
。

　

ご
相
談
は
土
、
日
、
祝
日
を
除
い
て

い
つ
で
も
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
電

話
相
談
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
公

証
人
合
同
役
場
（
旭
川
市
６
条
通
８
丁

目
T
R
６
・
８
ビ
ル
５
階
）
☎
23
|
０

０
９
８
、
22
|
５
５
５
３
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

法
人
道
民
税
・
事
業
税
の
申
告
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
川
支
庁

　

今
ま
で
上
川
支
庁
に
持
参
、
郵
送
し

て
い
た
法
人
道
民
税
・
事
業
税
の
申
告

が
自
宅
や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
、
利
用
開
始
は
地
方
税

ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
「
e
L
T
A
X
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
U
R
L
：　
　
　
　

h
ttp://w

w
w
.eltax

.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
振
興
部
課
税

課
事
業
税
係
（
直
通
）
☎
46
|
５
９
２

６北
東
北
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
フ

ォ
ー
ラ
ム
北
海
道
大
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　

道
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
局

　

北
海
道
・
北
東
北
子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
協
議
会
（
北
海
道
と
東
北
３
県

教
育
委
な
ど
主
催
）
は
、
か
で
る
２
・

７
ホ
ー
ル
（
札
幌
市
中
央
区
北
２
西
７
、

道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）
で
開
く

「
北
海
道
・
北
東
北
子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
北
海
道
大
会
」
の

参
加
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
半

　

か
ら
２
日
間

参
加
料　

無
料
（
要
申
し
込
み
）

内
容　

児
童
文
学
作
家
、
長
谷
川
摂
子

　

さ
ん
の
講
演
、
千
歳
市
出
身
の
岸
田

　

典
大
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
パ
フ
ォ
ー

　

マ
ン
ス
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

　

ン
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
た

　

め
に
で
き
る
こ
と
」
な
ど

お
問
い
合
わ
せ　

道
教
育
庁
生
涯
学
習

　

推
進
局
生
涯
学
習
課
☎
０
１
１
|
２

　

３
１
|
４
１
１
１
（
内
線
）
３
５
|

　

５
２
４

の
補
正
予
算
審
議
、
条
例
改
正
、
平
成

19
年
度
一
般
会
計
ほ
か
4
特
別
会
計
の

決
算
審
査
認
定
、
決
算
審
査
の
監
査
報

告
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局
☎
82
|

　

２
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

10
月
か
ら
政
管
健
保
が
「
協
会
け
ん

ぽ
」
に
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
社
会
保
険
事
務
局

　

今
年
10
月
か
ら
政
府
管
掌
健
康
保
険

の
運
営
主
体
（
保
険
者
）
が
、
社
会
保

険
庁
か
ら
全
国
健
康
保
険
協
会
に
変
わ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
北
海
道
社
会
保
険

事
務
局
☎
０
１
１
|
２
０
４
|
７
０
０

０
、
U
R
L
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

http://w
w
w
.sia.go.jp/̃hokkaido/

救
急
講
習
会
を
開
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

　

救
急
現
場
で
は
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
人
が
傷
病
者
に
適
切
な
応
急
手
当

を
施
す
こ
と
で
、
救
命
効
果
が
向
上
し

ま
す
。
救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
の
間
に
、
ど
ん
な
手
当
て
が
救
急
措

置
と
し
て
必
要
か
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

講
演　

町
立
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク
加
藤

　

一
哉
院
長
『
救
急
蘇
生
の
A
B
C
D

　

・
A
E
D
の
使
い
方
』

実
技　

『
A
E
D
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

　

法
』

指
導　

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署
職
員

日
時　

９
月
９
日
（
火
）　

午
後
６
時

　

半
〜
同
８
時
半

場
所　

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

対
象　

東
川
、
東
神
楽
両
町
の
町
民
、

　

両
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方

定
員　

50
名

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ　

大
雪
消

　

防
組
合
東
消
防
署
☎
83
|
０
１
１
９

「
写
真
の
町
」
ひ
が
し
か
わ
株
主
基

金
の
第
１
号
寄
付

　

７
月
22
日
、
水
戸
市
在
住
の
歯
科
医

師
加
藤
煕
（
ひ
ろ
し
）
さ
ん
が
「
写
真

の
町
」
ひ
が
し
か
わ
株
主
基
金
の
第
１

号
寄
付
を
し
ま
し
た
。

　

実
父
、
孜
（
つ
と
む
）
氏
（
今
年
4

月
、
95
歳
で
逝
去
）
の
遺
志
に
沿
っ
て

「
大
雪
山
国
立
公
園
の
環
境
保
全
活
動

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
の
意
向
で
、

香
料
の
一
部
と
し
て
多
額
の
寄
付
を
さ

れ
ま
し
た
。
町
で
は
今
年
６
月
に
制
定

し
た
「
写
真
の
町
」
ひ
が
し
か
わ
株
主

条
例
（
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
）
の
基
金

第
１
号
と
し
て
受
領
し
ま
し
た
。

　

生
前
歯
科
医
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
故

孜
氏
は
、
旭
岳
の
お
花
畑
が
大
好
き
だ

っ
た
と
い
い
、
１
９
６
９
（
昭
和
44
）

年
か
ら
15
回
も
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

昨
年
に
続
い
て
今
年
も
登
山
に
来
る

計
画
を
立
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
急
に
体

調
を
崩
し
て
か
な
わ
ず
、
一
家
５
人
で

弔
い
登
山
に
訪
れ
、
併
せ
て
町
へ
の
寄

付
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
「
旭
岳
が
あ
る
町
が
分

か
ら
ず
、
あ
ち
こ
ち
電
話
を
か
け
て
探

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
父
の
気
持
ち
に
添

う
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
合
田
博
副
町

長
に
現
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

宮
崎
電
器
経
営
の
宮
崎
さ
ん
が
町
立

診
療
所
に
テ
レ
ビ
寄
贈

　

８
月
８
日
、
東
川
町
西
町
１
丁
目
、

宮
崎
電
器
経
営
宮
崎
信
夫
さ
ん
（
73
）

が
町
に
液
晶
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
（
42
型
）

ヴァイヴァルス大使
（右）と広瀬さん（旭
岳山頂で）
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

 

社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

７
月
16
日
か
ら
８
月
15
日
ま

　

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

　

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
次
の

　

と
お
り
で
す
。

　

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》　

　

8
区　
　
　

城
丸　

康
行　

様　
　

　

23
区　
　
　

山
本　
　

里
子
様

　

18
区　
　
　

水
野　
　

新　

様

　

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内

　
　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て

　

い
る
こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設

　

け
て
毎
月
一
回
第
3
木
曜
日
午

　

後
１
時
半
か
ら
同
４
時
ま
で
社

　

協
相
談
室
で
相
談
に
応
じ
て
い

　

ま
す
。

　
　

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は

　

次
の
と
お
り
で
す
。

　

9
月
18
日　

寺
沢　

孝
之

「
夏
休
み
写
真
絵
日
記
」
を
展
示

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

夏
休
み
に
撮
っ
た
写
真
を
小
学
生
が

絵
日
記
に
し
ま
し
た
。
９
月
13
日
（
土
）

か
ら
10
月
２
日
（
木
）
ま
で
、
文
化
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．平成19年1月から12月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．納税証明書（平成19年1月1日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．その他必要と認める書類
６．印鑑
※下線のついている書類は、税務課収納室に用意してあります。
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付期間

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

9月1日（月）～26日（金）
税務課収納室（役場庁舎1階4番窓口）
4戸

●公営住宅

・3LDK（71.3㎡)
・1戸（1階端）
・22,200円～
　48,500円

・平成2年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

北団地A1 北町3丁目10番①

入
居
資
格

入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当する場合に
は、入居することはできません。

公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
※選考委員会で決定されなかった場合は、公開抽選会を開催します。開催日は未定です。

10月上旬
家賃の3カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方2人
税務課収納室　☎82-2111（内線122）

そ の 他

選 考 方 法

入居予定日

敷 金

連帯保証人

お問い合わせ

（1）同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
（2）世帯の収入金額が月額20万円以下
※次のいずれかの要件に該当する場合は26万8000円まで基準額が引き上がります。
①昭和31年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが昭和31年4月1日以前生まれの場合、または18歳未満の方がいる場合
②小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
③身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
④精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
⑤ハンセン病療養者の方などがいる場合

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

・3LDK（80.9㎡)
・1戸（2階中央）
・55,000円～
　72,600円

・平成9年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

南団地B1 南町1丁目7番

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

●家族向け特定公共賃貸住宅

②

入
居
資
格

（１）同居または同居しようとする親族がいる方
（２）世帯の収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方

※状況によって変わる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

●単身者用特定公共賃貸住宅

・1LDK（38.1㎡)
・1戸（2階中央）
・30,800円～
　40,700円

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場1台

※家賃のほかに温水器、暖房機、
調理器のリース料（月額3,360円）
が別途必要です。

西町団地
アヴニールⅡ

西町1丁目9番④

・1LDK（37.2㎡)
・1戸（2階端）
・30,400円～
　40,200円

・平成6年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場1台

西町団地
アヴニールⅠ

西町1丁目9番③

入
居
資
格

（1）昭和31年4月2日以後に生まれた単身の方
（2）収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合わせください。

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

各種大会成績
【卓球】
◆全旭川選手権大会カデットの部兼全道大会
旭川地区予選会（８月８、９日・旭川市総合体育
館）
◇男子シングルス（13歳以下）
▼決勝
三浦恵斗（旭川広陵中）３－０袴田真太郎（東川
中）
◇同（14歳以下）
▼決勝
和田直樹（東川中）３－１斎藤拓也（同）
◇同ダブルス
▼和田直樹・袴田真太郎３－２三浦恵斗・佐藤諒
哉（広陵中・ピンポンＰａｎ旭川）
◇女子シングルス（14歳以下）
▼準決勝
三浦ほのか（旭川広陵中）３－０宮坂彩音（東川
中）
◆旭川大会（７月２９日・忠和公園体育館）
◇男子中学生
▼準決勝
三浦恵斗（旭川広陵）３－２佐藤大介（東川）
◆中体連上川管内代表決定戦記録（７月16、17
日・旭川市大雪アリーナ）
◇シングルス決勝トーナメント

０歳からのおはなし会
にちじ：9月25日（木） 午前10時半～同11時半
ばしょ：文化交流館絵本ルーム

０歳からのおはなし会
にちじ：9月25日（木） 午前10時半～同11時半
ばしょ：文化交流館絵本ルーム
　絵本の読み聞かせと手遊びなどで楽しく過ごしましょ
う！　後半は、親子で自由に絵本を楽しんだり、参加者
同士の交流をします。
☆年齢に関係なく、どなたでも参加できます。（会費無
　料、申し込み不要）

お問い合わせは
「おはなしの会ピッピ」水戸部☎82－5278

▼準決勝
三浦恵斗（旭川広陵）３－０佐藤大介（東川）
宝利貴也（同）３－０和田直樹（東川）
◇男子団体
▼決勝
東川３－１神楽

【剣道】
◆第30回北海道小学生旭川大会（8月9日、当
麻町スポーツセンター）
▼４年生　③高畠遼（東川）
◆中体連上川管内代表決定戦記録（７月16日・
比布中体育館）
◇女子団体
①東川
◆第29回北海道中学校剣道大会（８月２、３日・
厚沢部町総合体育館）
▼女子団体の部
準優勝　東川中（照井智生瑠、岡崎みずほ、山本
有紗、加藤小夏、小林千紘）

【陸上】
◆道北競技協会記録会第４戦（７月21日・旭川
市花咲陸上競技場）
◇男子中学生
▼１００㍍
①稲葉俊樹（東川）

【バレーボール】
◆第21回ほくでんカップ北海道家庭婦人大会旭
川予選会（７月20日・東川Ｂ＆Ｇ海洋センター体
育館）
▼Ａブロック準決勝
旭川千代田２－１ひがしかわ
▼Ｂブロック同
あいべつ２－０東川友輪

【軟式野球】
◆旭川少年野球連盟南支部第10回ルーキー大
会（７月12、13日・東川町民グラウンド）
◇決勝
▼東聖８－３東川大雪Ａ

お詫びと訂正
　８月号23㌻「空手の東川スポーツ
少年団が形と個人技で好成績」の写
真説明中、「『形』優勝の中嶋さん」
は「―中島さん」の誤りでした。お
詫びして訂正いたします。

　８月に発行、配布しました「くら
しのべんり帳」の中で一部誤りがあ
りました。お詫びして次のように訂
正いたします。

❶27ページ、タイトル下の説明書き
（誤）女性⇒（正）助成

❷45ページ、「燃やせないごみ・大
型ごみ」表中、「月の３回目（第
３）」の行、「金曜日」の列、「西
町９丁目１～４番」の次、空欄とな
っている所に「北町７～９丁目１～
５番」を記載。

❸48ページ、「■町で収集しないご
み　２．一時多量ごみ」の中、「し
らかば清掃センター（大雪清掃組
合）」の電話番号
（誤）82－2247⇒（正）92－2247

❹78ページ、Ｂ＆Ｇ海洋センター
（体育館）【使用料】表の下、※印
に記載されている開放時間
（誤）９時00分～21時00分⇒（正）
19時00分～21時00分

❺78ページ、Ｂ＆Ｇ海洋センター
（プール）【使用料】表の下、※印
に記載されている開放時間
（誤）19時00分～21時00分⇒（正）
９時00分～21時00分

文化ギャラリー展示案内
※9月3日（水）～9月5日（金）
展示入れ替え、館内清掃の
ため休館

●9月6日（土）～
　　　　　　　　9月11日（木）
・平成20年度高文連上川支
　部写真展
・写真甲子園2008本戦作
　品展
・北米国際交流写真展

※9月12日(金)
展示作品入れ替えのため休
館

●9月13日（土）～
　 　　　　　　　10月2日（木）
・写団かんじき展
・二科会写真部北海道支部
　写真展
・写真絵日記展’08

写真甲子園「特別賞」
作品から（帯南商）

キャッチ賞

「青春キャッチ5・7・5」（平成19年度入選作品）

10年後　できているかな　親孝行
（高校生の部　原 菜津希）
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旭
川
・
東
川
を
中
心
と
し
た
道

北
地
区
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
普
及
と

選
手
育
成
を
目
的
に
作
ら
れ
た

「
コ
ン
サ
ド
ー
レ
旭
川
」
も
今
季

で
５
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
Ｕ
│
15

（
15
歳
以
下
12
歳
ま
で
）
と
し
て

中
学
生
を
メ
ー
ン
と
し
た
チ
ー
ム

の
活
動
と
、
キ
ッ
ズ
（
４
・
５
歳

児
）
、
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
１
〜
６

年
生
）
を
対
象
に
し
た
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
を
指
導
す
る
に
当
た

っ
て
、
ま
ず
一
番
に
「
サ
ッ
カ
ー

の
楽
し
さ
」
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ス
ク
ー
ル
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
を

通
し
て
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
感

じ
て
も
ら
い
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

お
い
て
新
し
い
技
術
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
意
欲
、
技
術
を
習
得
す
る

満
足
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
さ
を
知
っ
た
子
供
た
ち
は
、

今
度
は
自
ら
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
を
始
め
よ
う
と
し
ま
す
。
１
週
間

後
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
前
に
、
子
供

た
ち
の
「
こ
ん
な
こ
と
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
！
」
と
い
う
報
告

が
私
た
ち
に
指
導
者
と
し
て
の
喜

び
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
Ｕ
│
15
に
な
る
と
、
新
し
い
技

術
を
習
得
す
る
個
人
の
楽
し
さ
の

ほ
か
に
、
チ
ー
ム
と
し
て
勝
利
す

る
楽
し
さ
や
チ
ー
ム
目
標
を
達
成

す
る
充
実
感
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
団
体
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
時

に
自
己
を
犠
牲
に
し
て
で
も
、
プ

レ
ー
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

や
、
仲
間
を
思
い
や
り
、
助
け
合

う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
非
常
に

重
要
な
の
で
す
。

　
昨
年
度
、
創
部
４
年
目
に
し
て

全
国
大
会
初
出
場
を
果
た
し
た
先

輩
を
見
て
い
る
今
年
の
選
手
た
ち

も
、
チ
ー
ム
目
標
で
あ
る
全
国
大

会
出
場
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
子
供
た
ち
が
コ
ン
サ
ド
ー
レ
旭

川
で
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
知
っ

　
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
サ
ッ

カ
ー
を
続
け
、
プ
レ
ー
で
き
な
く

な
っ
た
後
も
子
供
の
サ
ッ
カ
ー
を

応
援
し
、
地
元
の
ク
ラ
ブ
を
応
援

す
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
サ
ッ
カ

ー
を
し
た
り
、
見
る
楽
し
さ
を
知

っ
た
と
き
、
サ
ッ
カ
ー
が
ス
ポ
ー

ツ
文
化
と
し
て
定
着
し
、
日
本
サ

ッ
カ
ー
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
の
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
チ
ー
ム
が
活
躍
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
多
く
の
人
た
ち
の
関
心
を

呼
び
、
応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
ク
ラ
ブ
に
な
る
こ
と
が
今
の
大

き
な
目
標
で
す
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ
旭
川
監
督

　
　
　
　
　

佐  

藤　
　

 

尽

サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
、充
実
感
が
育
て
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化

サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
、充
実
感
が
育
て
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
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保健だより
for Healthy Life

あ
な
ど
れ
な
い
脂
肪
肝

気
づ
か
な
い
う
ち
に
、あ
な
た
も
黄
色
信
号
点
滅

　

肝
臓
は
『
沈
黙
の
臓
器
』
。
食
物
で

摂
っ
た
栄
養
素
を
体
内
で
利
用
で
き
る

形
に
変
え
、
胆
汁
を
つ
く
っ
て
老
廃
物

な
ど
を
解
毒
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

肝
臓
に
は
予
備
能
力
が
あ
る
た
め
、
何

ら
か
の
障
害
で
肝
機
能
が
悪
化
し
て
も

な
か
な
か
症
状
が
表
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
つ
に
脂
肪
肝
が
あ
り
ま
す
。

肝
細
胞
に
脂
肪
が
過
剰
に
た
ま
っ
て
い

る
状
態
で
す
。

　

男
性
の
３
人
に
１
人
、
女
性
の
５
人

に
１
人
は
脂
肪
肝
と
い
う
報
告
も
あ
り

ま
す
。
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
が
原
因
の
タ

イ
プ
と
、
食
べ
過
ぎ
な
ど
に
よ
る
肥
満

が
原
因
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

お
酒
が
原
因
の
脂
肪
肝
は
、
肝
臓
に

炎
症
が
起
こ
る
「
脂
肪
肝
炎
」
、
肝
臓

が
繊
維
化
し
て
硬
く
な
り
正
常
に
働
か

な
く
な
る
「
肝
硬
変
」
、
さ
ら
に
進
行

す
る
と
「
肝
が
ん
」
に
ま
で
至
る
こ
と

　
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

肥
満
が
原
因
の
脂
肪
肝
は
、
こ
れ
ま

で
肝
硬
変
な
ど
に
は
進
行
し
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、

お
酒
が
原
因
の
タ
イ
プ
と
同
様
、
病
変

が
進
行
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
人
は
欧
米
人
に
比
べ
て
軽
度
の

肥
満
で
も
体
に
影
響
を
受
け
や
す
い
体

質
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

男
性
は
30
代
、
女
性
は
50
代
以
降
の
閉

経
後
に
肥
満
に
な
り
や
す
く
、
肥
満
が

原
因
の
脂
肪
肝
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

 

脂
肪
肝
に
な
り
や
す
い
信
号
と

 

治
療
法

〔
お
酒
を
毎
日
３
合
以
上
飲
む
〕

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で
分
解
処
理
し

ま
す
。
肝
臓
で
中
性
脂
肪
の
合
成
が
活

　
発
に
な
り
、
体
内
に
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ

ま
す
。
飲
酒
量
が
多
い
ほ
ど
肝
臓
に
負

担
が
か
か
り
ま
す
。

〔
脂
っ
こ
い
料
理
、
甘
い
も
の
好
き
〕

　

脂
っ
こ
い
食
事
、
過
剰
な
糖
分
も
肝

臓
に
取
り
込
ま
れ
て
脂
肪
に
変
わ
り
、

肝
臓
に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
食
事
量
が
多

い
と
、
脂
肪
肝
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

〔
肥
満
気
味
で
体
を
動
か
さ
な
い
〕

　

お
な
か
に
脂
肪
が
た
ま
る
「
内
蔵
脂

肪
型
肥
満
」
の
人
の
方
が
脂
肪
肝
に
な

り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
運
動
不

足
が
続
く
と
、
使
わ
れ
な
か
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
脂
肪
に
な
り
ま
す
。

〔
糖
尿
病
が
あ
る
〕

　

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
ま
た
は
そ
の

傾
向
の
あ
る
人
（
検
査
値
が
高
め
の
人
）

は
、
脂
肪
肝
を
合
併
し
や
す
く
、
そ
の

進
行
も
早
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
脂
肪
肝
を
調
べ
る
検
査

一
般
的
に
は
、
血
液
検
査
で
肝
細
胞
が

ど
れ
く
ら
い
破
壊
さ
れ
て
い
る
か
を
表

す
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
）
」
「
Ｇ
Ｐ
Ｔ

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
」
「
γ
ー
Ｇ
Ｔ
Ｐ
」
の
値

な
ど
を
調
べ
ま
す
。

　

初
期
症
状
時
は
数
値
が
出
に
く
く
、

脂
肪
肝
が
進
行
し
て
い
て
も
数
値
が
高

く
な
い
人
も
い
ま
す
。
肝
臓
の
状
態
を

み
る
「
超
音
波
」
「
Ｃ
Ｔ
」
「
肝
生
検
」

検
査
も
あ
り
ま
す
。

▼
脂
肪
肝
の
治
療

●
節
酒
を
心
が
け
、
日
本
酒
な
ら
１
日

　

１
合
（
１
８
０
㍉
㍑
）
ま
で
。
１
週

　

間
に
２
日
間
は
〝
休
肝
日
〞
を
設
け

　

ま
し
ょ
う
。

●
食
事
は
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
、
脂
質

　

や
糖
分
の
多
い
物
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

　

を
１
日
20
〜
30
分
間
以
上
行
い
ま
し

　

ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
が
で
き
る
と
、

脂
肪
肝
の
予
防
に
も
役
立
ち
ま
す
。
２

〜
３
カ
月
間
以
上
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

あ
な
ど
れ
な
い
脂
肪
肝

気
づ
か
な
い
う
ち
に
、あ
な
た
も
黄
色
信
号
点
滅

 
脂
肪
肝
は
「
生
活
習
慣
病
」
の
一
つ
。
お
酒
を
よ
く
飲
む
人
に
多
く
、
放
っ
て
お
く
と
肝
硬
変
に
進
行
す
る
と

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
も
脂
肪
肝
に
病
変
が
進
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
肝
臓
の
病
気
は
肝
硬
変
に
な
る
ま
で
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
悪
化
し
ま
す
。
健
診
な
ど

で
、
デ
ー
タ
を
確
認
し
、
危
険
な
兆
候
が
で
た
ら
、
大
事
に
至
る
前
に
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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9月 September

保健カレンダー
お問い合わせ
●住民福祉課保健指導室　☎82－2111

【9月分】
13:00～14:00
13:30～

10:00～13:00
12:30～
15:00～17:00
17:00～19:00

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜遊びの広場＞
（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）… 9:00～正午
1日・2日・3日･8日･9日･10日･16日･17日･22日･
24日・29日・30日

※会場は幼児センターです！

おいしい手料理

　富山県の入植開拓団から伝わった料理です。お盆やお祭
りなど祝い事の時に、家族や親せき縁者が一堂に集まって
食べたものです。現在も高級な料理メニューです。

＜材料＞5人分
● 米……………１升（1.8㍑）
● 砂糖…………150㌘
● サケの切り身厚めのもの約１切れ
● 甘酢（砂糖、塩、酢、酒）…適量
● サケフレークのびん詰め…２本分
● のり、しょうが…適量
● しその葉…大きめのもの７、８枚（市販のものを使う場合は２～
　 ３倍必要）

＜作り方＞
① 米と一緒に、酢、砂糖、塩を混ぜたすし酢を加え、水を加減して
　 炊き込みます。やや薄味にしておき、炊き上がってから味を調え
　 ると良いでしょう。
② サケの切り身は、焼いて身をほぐし、甘酢に漬けておきます。
③ サケフレークも甘酢に漬けます。
④ 玉子は砂糖と塩（分量外）を加えて薄甘く味付けし、うすく焼い
　 てから千切りにし、錦糸玉子にします。
⑤ すし揚げはしょうゆ、砂糖（分量外）で薄甘く煮て小さく切りま
　 す。
⑥ のり、紅しょうがは、千切りにします。
⑦ 押しずしの箱を水でぬらし、１段目にしその葉を並べます。その
　 上に、すし飯、サケ、すし飯の順に入れ、上に錦糸玉子とのり、
　 しょうがをよく散らして彩り、中板を置きます（押しずしの箱の
　 代わりにタッパーを使っても可）。
⑧ ２段目にもしその葉を並べ、すし飯、サケフレーク、すし飯の順
　 にのせ、上に錦糸玉子、のり、しょうがを散らしてもう一度中板
　 を置きます。
⑨ 3段目はすし飯、錦糸玉子、すし揚げ、すし飯を順にのせ、上に
　 錦糸玉子、のり、しょうがを散らします。
⑩ ⑨の上に天板をのせ、上から重しをして2時間以上置きます。
⑪ 箱をはずし、食べやすい大きさに切ってすし桶などに盛り付けて
　 完成。

【食べて健康・豆知識】
　食生活が豊かになり、バラエティーに富んだ食事が、いつ
でも、どこでも食べられる時代ですが、東川に伝わる郷土の
味や家庭の味を大切に、次の世代にも引き継いでもらいたい
ものです。
　サケは良質のたんぱく質と脂肪に富み、血液をさらさらに
するＥＰＡ（エイコサペンタエン酸）や脳の細胞を活性化す
るＤＨＡ（ドコサヘキサエン酸）、ビタミンＢ群、脳神経の
働きを助け、血行を良くするナイアシン、味覚を正常に保つ
亜鉛やミネラル類がたっぷりです。生活習慣病予防にはぴっ
たりな魚ですが、1回の量は60グラム程度にしましょう。

　　　　　　　　 　　（住民福祉課栄養士　中村　弘美さん）
　

おいしい手料理

【サケのハーブ入り押しずし】【サケのハーブ入り押しずし】

※会場は保健福祉センターです！

【10月分】

5日

9日
24日
25日
26日
29日

（金）

（火）
（水）
（木）
（金）
（月）

ごっくん教室
乳幼児健診　
　　　　　　　　　（通知者以外は14:30～）
栄養教室
1歳6カ月児健診
エキノコックス症検診
エキノコックス症検診
子育て相談

1日

3日

6日

16日
23日
24日
27日

（水）

（金）

（月）

（木）
（木）
（金）
（月）

～12月30日（火）
インフルエンザ予防接種期間（町立診療所）
もぐもぐ教室
乳幼児健診
～17日（金）
後期高齢者健診（町立診療所）
元気っ子クッキング
栄養教室
3歳児健診
子育て相談

申込制

予約制

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されていますので、
こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

● 酢…………200㍉㍑
● 塩…………15～16㌘
● 玉子………１個
● サラダ油…適量
● すし揚げ…１枚


